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辛
苦
考 

―
闇
斎
・
絅
斎
・
強
斎
に
於
け
る
「
祓
」
の
神
学
と
そ
の
展
開

―大　

貫　

大　

樹　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
正
月
、
神
代
か
ら
始
ま
る
歴
史
書
『
倭
鑑
』
の
起
筆
を
志
し
た
山
崎
闇
斎
は
、
舎
人
親
王
を
奉
斎
す
る
藤
森

社
の
神
前
に
額
づ
い
て
「
渺
遠
ト
シ
テ
難
レ
知
リ
神
代
ノ
巻（

１
）」

と
、
未
だ
儒
学
の
合
理
的
思
考
か
ら
脱
す
る
事
が
出
来
な
い
自
ら
の
痛
切
な
る

心
情
を
吐
露
し
た
。
か
く
て
本
格
的
に
始
ま
っ
た
闇
斎
の
神
道
研
究
は
、
辛
苦
の
末
に
「
中
臣
祓
」
の
註
釈
書
『
風
水
草
』
と
し
て
集
大

成
さ
れ
る
。

　

そ
の
『
風
水
草
』
か
ら
、
闇
斎
の
思
想
体
系
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
が
近
藤
啓
吾
「
山
崎
闇
斎
と
『
中
臣
祓
』」（『
続
々
山
崎
闇
齋
の�

研
究
』
神
道
史
学
会
、平
成
七
年
所
収
）
で
あ
る
。
近
藤
氏
は
『
風
水
草
』「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
に
於
い
て
、粗
暴
な
素
戔
嗚
尊
が
「
祓
」

に
よ
っ
て
「
吾
心
清
清
之
」
に
至
っ
た
経
緯
を
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
か
ら
引
い
て
い
る
の
は
闇
斎
が
「
辛
苦
し
て
つ
ひ
に
神
の
本
心
に

立
ち
も
ど
ら
れ
た
姿
に
「
祓
」
の
根
本
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
」（
三
九
頁
）
と
さ
れ
た（

（
（

。

　

こ
こ
に
言
う
「
辛
苦
」
と
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
七
段
第
三
の
一
書
（『
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
書
紀
（
上
）』
岩
波
書
店
、
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昭
和
四
十
二
年
、
以
下
本
書
よ
り
引
用
）
に
於
い
て
、
悪
し
き
行
状
が
故
に
宿
を
乞
う
も
断
ら
れ
、
雨
風
激
し
き
中
で
「
辛
苦
み
つ
つ
」

出
雲
へ
下
ら
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
姿
で
あ
る
。
垂
加
神
道
で
は
素
尊
が
為
さ
れ
た
「
辛
苦
」
を
「「
祓
」
の
根
本
」、
即
ち
修
養
の
要
と
し
て

重
視
し
て
い
た（

（
（

。

　

そ
の
う
ち
最
も
明
確
に
「
辛
苦
」
の
大
事
を
説
き
、晩
年
に
は
近
江
錦
織
に
家
を
借
り
る
と
「
瀧
津
亭
」
と
名
付
け
、そ
こ
で
「
黒
煙
ヲ�

立
テ
」（『
雑
話
続
録
』）
る
ほ
ど
徹
底
し
た
「
祓
」
を
実
践
し
た
の
が
、
闇
斎
再
伝
の
弟
子
若
林
強
斎
で
あ
る
。
谷
省
吾
「
滝
津
亭
の
神

学
的
根
拠
」（『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
強
斎
に
よ
る
「
祓
」
の
神
学
は
自
ら
の
罪

咎
を
神
々
へ
「
自
首
」
申
し
上
げ
「
再
犯
」
を
犯
さ
ぬ
よ
う
激
し
き
「
祓
」
に
終
始
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
強
斎
の

神
学
的
根
拠
の
一
つ
が
「
辛
苦
」
の
自
覚
で
あ
る
。
そ
の
上
で
強
斎
は
「
罪
咎
」
を
神
々
へ
「
自
首
」
す
る
「
祓
」
に
努
め
た
。

　

か
く
の
如
く
「
祓
」
に
努
め
た
強
斎
は
「
辛
苦
」
を
学
術
の
根
本
と
し
た
が
、
そ
の
神
学
は
守
井
左
京
の
遺
稿
を
玉
木
正
英
が
再
編
輯

す
る
事
で
成
っ
た
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
に
も
採
用
さ
れ
、
や
が
て
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
に
至
っ
た（

（
（

。
先
学
に
よ
れ
ば
垂
加
神

道
に
於
い
て
素
戔
嗚
尊
の
「
辛
苦
」
と
は
闇
斎
に
見
出
さ
れ
、
強
斎
に
至
っ
て
そ
の
神
学
は
到
達
点
を
迎
え
た
事
が
分
か
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
先
学
の
諸
成
果
を
補
う
べ
く
、
山
崎
闇
斎
―
浅
見
絅
斎
―
若
林
強
斎
に
注
目
し
、
垂
加
神
道
に
於
け
る
神

学
の
深
化
、
殊
に
「
辛
苦
」
と
「
祓
」
の
神
学
に
つ
い
て
そ
の
展
開
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
。
そ
こ
で
先
ず
は
山
崎
闇
斎
が
素
戔
嗚
尊
の

「
辛
苦
」
と
「
祓
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
如
何
に
考
え
て
い
た
の
か
を
確
認
す
べ
く
、『
風
水
草
』
を
概
観
す
る
と
共
に
、「
辛
苦
」
と
も

関
係
の
深
い
「
困
学
」
に
つ
い
て
『
文
会
筆
録
』
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
垂
加
神
道
に
於
け
る
「
辛
苦
」
と
「
祓
」
の
神
学

深
化
の
過
程
を
よ
り
具
体
的
に
跡
付
け
る
べ
く
、
浅
見
絅
斎
と
若
林
強
斎
に
よ
る
「
辛
苦
」（「
困
学
」）
と
「
祓
」
の
諸
説
を
概
観
す
る
。

以
上
の
作
業
を
通
じ
て
闇
斎
が
抱
く
「
辛
苦
」
に
対
す
る
認
識
は
も
と
よ
り
、
絅
斎
を
経
て
強
斎
に
至
り
、「
辛
苦
」
と
「
祓
」
の
神
学

は
如
何
に
深
め
ら
れ
て
発
展
し
た
の
か
、
そ
の
実
際
を
明
示
出
来
る
と
考
え
る
。
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そ
の
道
程
を
辿
る
と
、
闇
斎
が
素
戔
嗚
尊
の
「
辛
苦
」
を
見
出
す
背
景
と
し
て
、
儒
学
に
於
け
る
「
困
学
」
の
精
神
へ
向
け
ら
れ
た
思

索
と
体
認
と
が
あ
り
、
そ
の
精
神
を
継
承
し
て
自
ら
も
ま
た
「
困
学
」
に
努
め
た
の
が
闇
斎
の
高
弟
絅
斎
で
あ
っ
た
。
そ
の
絅
斎
に
学
ん

だ
強
斎
に
よ
っ
て
闇
斎
が
見
出
し
た
「
辛
苦
」
の
精
神
は
よ
り
深
め
ら
れ
、素
尊
の
経
験
さ
れ
た
「
辛
苦
」
そ
の
も
の
を
「
祓
」
と
す
る
、

即
ち
「
辛
苦
」
の
「
祓
」
の
神
学
へ
と
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
先
ず
、
近
藤
氏
が
注
目
さ
れ
た
「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
か
ら
、
垂
加
神
道
に
於
け
る
素
戔
嗚
尊
と
「
祓
」
に
対
す
る
基
本
認

識
を
概
観
す
る
。
こ
の
作
業
は
度
会
延
佳
・
吉
川
惟
足
と
山
崎
闇
斎
と
の
間
に
あ
る
相
違
点
も
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
一
、
「
祓
」
と
素
戔
嗚
尊

　
　（
一
）
素
戔
嗚
尊
の
神
性

　
『
風
水
草
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
九
年
所
収
、
以
下
本
書
よ
り
引
用
）
の�

「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
で
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
中
心
と
し
な
が
ら
諸
書
を
用
い
て
「
解
除
」（「
祓
」）
を
受
け
た
素
戔
嗚
尊
が
八
岐

大
蛇
を
退
治
し
、
宝
剣
を
得
る
と
や
が
て
「
吾
心
清
清
之
」
の
境
地
に
至
っ
た
経
過
が
詳
述
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

同
項
で
は
冒
頭
、
闇
斎
自
ら
「
素
戔
嗚
尊
之
御
事
也
」（
一
五
一
頁
）
と
し
た
。
こ
れ
は
『
卜
部
抄
』
や
『
中
臣
祓
瑞
穂
抄
』
に
則
っ

た
も
の
で
、
速
佐
須
良
比
咩
は
素
戔
嗚
尊
の
「
別
号
」（『
卜
部
抄
』）
に
し
て
素
尊
の
「
荒
魂
」（『
瑞
穂
抄
』）
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ

で
引
用
さ
れ
る
『
卜
部
抄
』
に
は
「
素
戔
嗚
尊
モ
一
念
ノ
悪
事
ノ
起
ヲ
バ
、諸
神
ノ
祓
ヲ
以
テ
鎮
玉
ヒ
シ
カ
バ
、御
心
柔
軟
ニ
成
リ
玉
ヘ
リ
」

（
一
五
一
頁
）
と
あ
る
。
闇
斎
に
吉
田
神
道
の
伝
授
を
授
け
た
吉
川
惟
足
の
『
神
代
巻
惟
足
抄
』
で
は
「
素
尊
所
レ
逐
て
漸
く
善
心
に
な
り

玉
ふ
処
は
や
爰
に
見
え
た
り
…
善
心
に
立
返
り
仁
愛
の
情
興
起
す
る（

（
（

」
と
し
、
そ
の
神
性
を
単
に
「
心
柔
軟
」（『
卜
部
抄
』）
と
は
せ
ず�

「
仁
愛
の
情
」
と
表
し
た
。
そ
う
し
て
、
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学
問
と
云
も
の
は
皆
我
気
質
を
変
ず
る
を
以
て
第
一
と
す
、
素
尊
の
別
而
貴
き
処
は
こ
ヽ
也
。�

（
同
前
）

と
あ
る
如
く
「
気
質
を
変
」
じ
て
「
仁
愛
の
情
」
を
発
揮
し
た
、
と
理
学
的
に
「
祓
」
の
効
果
と
素
尊
の
神
性
を
表
章
す
る
点
は
、
惟
足

に
よ
っ
て
『
卜
部
抄
』
の
説
が
よ
り
補
強
さ
れ
た
感
が
あ
る（

７
）。

　

さ
ら
に
、
闇
斎
は
度
会
延
佳
の
『
中
臣
祓
瑞
穂
抄
』
が
『
御
鎮
座
伝
記
』「
多
賀
宮
」
の
記
事
に
基
づ
き
、
速
佐
須
良
比
咩
は
「
土
蔵

霊
貴
也
、
素
戔
嗚
尊
与
合
レ
力
座
給
也
云
云
。
素
戔
嗚
尊
ノ
荒
魂
也
、
必
矣
」
と
し
、
ま
た
瀬
織
津
姫
・
伊
吹
戸
主
・
速
佐
須
良
比
咩
の

三
神
が
「
祓
除
ヲ
主
ル
神
也
」
と
す
る
説
を
引
用
し
た
。
な
お
、
延
佳
が
引
い
た
『
御
鎮
座
伝
記
』
の
伝
承
は
闇
斎
も
同
項
で
引
用
し
て

い
る
（
一
五
五
頁
）。
延
佳
は
「
持
佐
須
良
比
」
が
「
サ
ス
ラ
ヘ
」（「
流
難
」）
の
意
で
あ
る
事
を
示
し
「
罪
」
を
「
流
難
シ
失
ヒ
給
ヘ
」�

（「
持
佐
須
良
比
失
給
弖
牟
」）
る
と
こ
ろ
に
「
祓
除
ヲ
主
ル
神
」
速
佐
須
良
比
咩
（
素
戔
嗚
尊
の
「
荒
魂
」）
の
神
徳
が
看
取
さ
れ
る
、と
し
た�

（
以
上『
風
水
草
』一
五
一
～
一
五
二
頁
）。
闇
斎
は
延
佳
の
速
佐
須
良
比
咩
の
神
徳
に
関
す
る
記
事
を『
瑞
穂
抄
』（
ま
た『
御
鎮
座
伝
記
』）

よ
り
引
用
し
て
い
る
事
か
ら
、
彼
も
延
佳
と
同
様
に
考
え
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
そ
の
上
で
闇
斎
は
素
戔
嗚
尊
（「
速
佐
須
良
比
咩
」）
が

持
つ
「
土
蔵
霊
貴
」
の
実
際
に
つ
い
て
神
代
巻
に
見
え
る
素
尊
の
伝
承
か
ら
示
し
、
詳
細
な
註
記
を
附
し
た
。

　

そ
の
う
ち
素
戔
嗚
尊
の
神
性
を
記
し
た
神
代
上
第
四
段
第
一
〇
の
一
書
に
見
え
る
「
此
の
神
、
勇
悍
く
し
て
安
忍
な
る
こ
と
有
り
。
且

常
に
哭
き
泣
つ
る
を
以
て
行
と
す
」
に
対
し
「
嘉
謂
、
勇
悍
之
気
、
哭
泣
之
声
、
皆
金
也
」（
一
五
二
頁
）
と
い
う
。
ま
た
同
第
五
段
第

一
の
一
書
に
於
い
て
、
伊
弉
諾
尊
が
持
つ
白
銅
鏡
か
ら
日
神
・
月
神
を
化
生
し
、
そ
の
最
後
「
首
を
廻
し
て
、
顧
眄
之
間
に
」
生
ま
れ
た

素
戔
嗚
尊
は
「
是
性
残
ひ
害
る
こ
と
を
好
む
」
と
す
る
記
事
に
つ
い
て
は
『
八
箇
祝
詞
』
に
依
拠
し
「
金
精
神
也
」
と
し
た
。
な
お
、
関

連
す
る
註
記
は
『
神
代
口
訣
』
の
引
用
個
所
に
見
え
る
。『
口
訣
』
で
は
伊
弉
諾
尊
が
禊
に
よ
っ
て
三
貴
神
を
化
成
し
た
際
、「
穢
気
」
を

去
っ
た
事
で
素
戔
嗚
尊
は
鼻
か
ら
生
じ
た
が
、「
於
三
祓
除
以
開
二
清
明
一
思
二
香
臭
一
二
念
」
と
し
、「
不
レ
思
者
本
心
。
依
二
二
念
一
生
二
素

戔
嗚
一
謂
也
」（
一
五
四
頁
）
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
「
嘉
謂
、
廻
レ
首
顧
眄
之
間
、
亦
二
念
也
、
忌
二
二
念
一
之
縁
也
」（
同
前
）
と
あ
る
。
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或
い
は
同
第
五
段
第
六
の
一
書
を
引
き
、
素
戔
嗚
尊
が
母
伊
弉
冉
尊
に
会
う
べ
く
根
国
へ
赴
い
た
事
を
し
て
、
闇
斎
は
「
土
生
レ
金
、
故

従
二
母
根
国
一、
其
本
情
也
」（
一
五
二
頁
）
と
し
た
。

　

以
上
の
註
記
は
何
れ
も
素
戔
嗚
尊
の
神
性
で
あ
る
「
金
気
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
畢
竟
「
土
金
之
伝
」
に
か
か
る
。
闇
斎
が
浅
見

絅
斎
に
講
じ
た
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』（
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
所
収
、
以
下
本
書
よ
り
引
用
）
に
は
、

　
　

�

ソ
レ
デ
、
ツ
ヽ
シ
ミ
ト
云
訓
ハ
、
土
ヲ
シ
ム
ル
ト
云
コ
ト
ゾ
。
土
ト
云
モ
ノ
ハ
、
ヂ
ツ
ト
シ
マ
ル（

リ
）タ

モ
ノ
ゾ
。
ヂ
ツ
ト
ニ
ギ
リ
タ

ル
モ
ノ
ゾ
…
ツ
ヽ
シ
ミ
デ
ナ
ケ
レ
バ
金
気
ハ
キ
ザ
ヽ
ヌ
。
金
気
ト
云
ハ
別
ノ
物
デ
ハ
ナ
イ
。
ア
ソ
コ
ノ
ツ
ン
ト
ユ
ル
サ
ヌ
処
ガ
ア

ル
ガ
金
気
ゾ
。
ツ
ン
ト
サ
シ
ツ
マ
リ
テ
コ
ロ
ス
道
理
ニ
ナ
リ
テ
カ
ラ
ハ
、
人
デ
モ
ツ
ン
ト
コ
ロ
ス
モ
ノ
ゾ
。
少
モ
ユ
ル
サ
ヌ
心
ゾ
。�

�

（
三
三
六
頁
）

と
あ
る
。「
金
気
」（「
金
精
神
」）
と
は
、心
が
散
漫
と
な
ら
ぬ
よ
う
我
が
身
に
そ
の
心
を
堅
持
さ
せ
る
「
少
モ
ユ
ル
サ
ヌ
心
」
で
あ
っ
て
、

そ
の
張
り
詰
め
た
状
態
は
殺
気
を
も
放
つ
。
嘗
て
闇
斎
が
講
じ
た
『
敬
斎
葴
講
義
』
に
は
、

　
　
「
扨
敬
ト
云
ヘ
ル
ハ
何
ノ
子
細
モ
無
ク
、
此
心
ヲ
欝ウ

カ乎
々
々
ト
放
チ
ヤ
ラ
ズ
、
平
生
吃
ト
照
シ
ツ
メ
ル
ヲ
敬
ト
云
ゾ
」

　
　

�「
此
意
念
ノ
発
時
、ヤ
レ
ト
思
反
シ
テ
誠
ニ
セ
ネ
バ
、本
心
ヲ
悪
ニ
陥
ル
ヽ
者
也
。
故
ニ
意
ヲ
サ
シ
テ
、心
ノ
病
ト
モ
云
ヘ
リ
。
去
程
ニ
、

此
意
念
ヲ
防
ギ
止
ム
ル
コ
ト
ハ
、
城
ヲ
守
ル
如
ス
ベ
シ
。
城
ト
云
モ
ノ
ハ
敵
ヲ
防
ン
為
、
且
又
甲
乙
ノ
人
ニ
マ
ギ
レ
テ
、
ウ
サ
ン
ナ

ル
モ
ノ
入
ン
カ
ト
常
ニ
番
ヲ
付
テ
、
要
害
ヲ
厳
シ
フ
シ
テ
、
兼
テ
守
ラ
ス
ル
者
也
。
如
レ
此
キ
ビ
シ
ク
意
念
ヲ
防
ゲ
ト
也（

（
（

」

と
あ
る
。
即
ち
「
少
モ
ユ
ル
サ
ヌ
心
」
と
は
「
此
心
ヲ
欝ウ

カ乎
々
々
ト
放
チ
ヤ
ラ
ズ
」、「
平
生
吃
ト
照
シ
ツ
メ
ル
」
も
の
で
、「
キ
ビ
シ
ク

意
念
ヲ
防
」
が
ん
と
す
る
「
敬
」（「
ツ
ヽ
シ
ミ
」）
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
、
余
念
な
き
一
心
不
乱
の
状
態
で
あ
る
。

　

素
戔
嗚
尊
は
「
土
蔵
霊
貴
」（「
土
ヲ
シ
ム
ル
」・「
ツ
ヽ
シ
ミ
」）
を
持
つ
が
故
に
「
土
」
の
下
で
あ
る
地
底
（
根
国
）
へ
赴
か
ん
と
す
る�

「
本
情
」
も
発
露
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
素
戔
嗚
尊
は
「
人
デ
モ
ツ
ン
ト
コ
ロ
ス
」
程
の
「
金
気
」
が
張
り
詰
め
る
事
か
ら
「
残
害
」
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な
一
面
を
も
持
つ（

（
（

。
な
お
、
先
に
少
し
く
触
れ
た
神
代
上
第
五
段
第
一
の
一
書
に
つ
い
て
『
神
代
口
訣
』（
東
京
大
学
文
学
部
宗
教
史
学

研
究
室
所
蔵
、
読
点
筆
者
）
で
は
、

　
　

�
廻

メ
ク
ラ
ス
ト

レ

首
ミ
ク
シ
ヲ

者
生

―
ス
ル
ノ

二
二
念
ヲ一
時
、
生シ

玉
二
素
戔
嗚
尊
ヲ一
也
、
顧
眄
ノ
二
念
ナ
リ
、
或
畏

ハ
ヲ
ソ
レ

或
ハ

愛―
ス
リ

、
以
テ
示
スレ

忌
イ
ム
コ
ト
ヲ

二
二
念
ヲ一
、
正
直
ナ
ル

則ト
キ
ハ

明
カ
也
、
有
ル二
二
念
一

則ト
キ
ハ

残
ソ
コ
ナ
ヒ
ヤ
フ
ル

害
、

と
す
る
。
闇
斎
は
伊
弉
諾
尊
に
「
二
念
」（
雑
念
）
が
生
じ
て
出
生
し
た
事
を
以
て
、素
戔
嗚
尊
を
単
な
る
「
残
害
」
の
神
と
見
て
は
い
な
い
。

飽
く
迄
も
闇
斎
は
右
に
見
ら
れ
る
『
口
訣
』
の
記
事
を
参
照
と
し
な
が
ら
、 

素
戔
嗚
尊
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
「
二
念
」
を
忌
む
神
性
を
持
つ�

（「
忌
二
二
念
一
之
縁
」）
と
し
て
お
り
、
寧
ろ
素
尊
の
「
敬
」（「
土
蔵
霊
貴
」）
に
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
素
戔
嗚
尊
は
「
土
蔵
霊
貴
」
を
持
つ
が
、
時
と
し
て
そ
こ
に
内
包
さ
れ
る
「
金
気
」
が
過
剰
に
作
用
し
「
残
害
」
な

神
性
を
も
発
揮
し
て
し
ま
う（

（1
（

。
一
方
、
伊
弉
諾
尊
の
「
二
念
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
事
で
素
尊
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
「
二
念
」
を
忌
む
神

性
（「
忌
二
二
念
一
之
縁
也
」）
を
持
つ
事
に
も
な
る
。
そ
れ
故
「
ツ
ヽ
シ
ミ
」
に
よ
っ
て
「
残
害
」
な
一
面
を
抑
え
て
真
の
「
金
気
」
を

発
揮
し
た
。
こ
の
状
態
は
「
二
念
」
な
き
一
心
不
乱
の
境
地
で
あ
り
「
敬
」
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
。
垂
加
神
道
で
は
そ
の
「
敬
」
の
修

養
が
「
祓
」
と
さ
れ
た
。『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
で
は
「
素
戔
嗚
尊
ハ
金
徳
ノ
神
ゾ
」（
三
四
一
頁
）
と
あ
る
如
く
、素
尊
は
「
祓
」（「
敬
」）

に
よ
っ
て
「
残
害
」
な
一
面
が
改
ま
る
と
「
土
蔵
霊
貴
」
を
発
揮
し
「
金
徳
」
を
体
現
し
た
。
そ
れ
が
八
岐
大
蛇
退
治
と
宝
剣
献
上
で
あ

り
、
素
尊
は
「
吾
心
清
清
之
」
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
素
戔
嗚
尊
を
し
て
「
金
徳
ノ
神
」
と
表
敬
す
る
点
は
延
佳
の
『
日
本
書
紀
神
代
講
述
鈔
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
も�

「
金
徳
ノ
素
戔
嗚
尊
」
と
見
え
る（

（1
（

。
さ
ら
に
闇
斎
は
『
神
代
口
訣
』
や
惟
足
の
説
を
承
け
、
宝
剣
を
素
戔
嗚
尊
の
神
性
変
化
の
象
徴
と
し

て
い
た（

（1
（

。
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　（
二
）
御
徳
義
一
体
の
境
地

　

か
く
て
奇
稲
田
姫
を
娶
り
、
清
地
に
宮
殿
を
立
て
た
素
戔
嗚
尊
は
「
夜
句
茂
多
莵
伊
都
毛
夜
覇
餓
岐
莵
麿
語
昧
爾
夜
覇
餓
枳
莵
倶
盧
贈

廼
夜
覇
岐
廻
」（「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
ご
み
に　

八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
一
五
四
頁
）
の
和
歌
を
詠
じ
る
。
こ
の
神
詠
に
対

す
る
闇
斎
の
註
記
に
は
、

　
　

嘉
謂
、
口
伝
曰
、
末
句
含
二
安
不
レ
忘
レ
危
之
意
一、�

（
一
五
四
頁
）

と
あ
る
が
「
口
伝
」
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
の
も
惟
足
の
『
日
本
書
紀
聞
書
』
で
あ
る
。

　
　

�

此
歌
の
を
う
ぼ
う
の
大
事
は
、
安
き
に
居
て
危
き
を
忘
れ
ず
、
を
さ
め
の
を
の
字
に
心
有
。
か
や
う
に
垣
を
い
く
へ
も
八
重
垣
々
々

と
作
り
、
此
内
に
ゐ
て
も
油
断
の
心
が
出
る
と
必
邪
気
が
入
る
に
よ
り
、
八
重
垣
を
と
末
の
七
字
を
の
字
に
敬
が
あ
る
也（

（1
（

。

「
口
伝
」
は
惟
足
に
由
来
し
て
い
る
事
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
口
伝
」
は
「
敬
」
を
し
て
「
城
ヲ
守
ル
如
ス
ベ
シ
」
と
厳
格
に
説

い
て
い
た
闇
斎
の
姿
勢
に
も
相
通
ず
る
点
が
あ
っ
た
事
か
ら
『
風
水
草
』
で
も
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
惟
足
か
ら
の
単
な
る

受
け
売
り
で
は
あ
る
ま
い（

（1
（

。

　

さ
ら
に
神
詠
に
対
す
る
闇
斎
の
理
解
を
窺
う
上
で
注
意
す
べ
き
は
、
近
藤
氏
も
注
目
さ
れ
た（

（1
（

『
風
水
草
』「
今
日
以
後
罪
咎
不
有
」
項

に
対
す
る
註
で
あ
る
。

　
　

�

将
来
不
レ
可
三
復
有
二
此
罪
一
之
謂
。
故
又
拂
申
・
浄
申
之
言
、
丁
寧
言
レ
之
也
。
若
謂
二
将
来
罪
咎
既
無
畢
一、
則
必
有
二
再
犯
之
罪
一
也
。

�

（
一
五
六
頁
）

「
祓
」
に
よ
っ
て
「
罪
咎
」
は
一
時
的
に
払
わ
れ
よ
う
が
、
必
ず
将
来
「
再
犯
之
罪
」
を
犯
す
。
未
だ
「
再
犯
之
罪
」
を
犯
す
恐
れ
を
自

覚
し
て
い
る
状
態
こ
そ
ま
さ
し
く
「
含
二
安
不
レ
忘
レ
危
之
意
一
」
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
再
犯
之
罪
」
の
自
覚
と
い
う
点
で
想
起
さ
れ
る

の
は
、文
王
の
忠
義
を
詠
じ
た
韓
退
之
の
『
拘
幽
操
』
で
あ
る
。
そ
の
末
句
に
は
「
嗚
呼
臣
ガ
罪
当
リレ
ヌ
誅
ニ
兮
。
天
王
ハ
聖
明
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、�



98辛苦考

闇
斎
の
跋
文
に
は
、

　
　

敬
以
テ
直
フレ
シ
内
ヲ
、
大
学
之
至
善
、
臣
止
マ二
ル
於
敬
一。
誠
ニ
有
ルレ
旨

（
（1
（哉カ

ナ

。

と
あ
る
。
闇
斎
は
「
敬
を
以
て
内
を
直
ふ
し
」（『
周
易
』）
と
「
臣
は
敬
に
止
ま
る
」（『
大
学
章
句
』）
を
引
き
「
誠
に
旨
あ
る
か
な
」
と

し
た
。
文
王
は
「
敬
」
を
尽
く
し
、
自
ら
の
不
徳
を
歎
い
て
、
己
の
「
罪
」
を
自
覚
し
な
が
ら
、
臣
下
と
し
て
の
分
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。

「
再
犯
之
罪
」
の
自
覚
を
説
い
た
背
景
と
は
『
拘
幽
操
』
の
精
神
が
反
映
さ
れ
た
事
に
あ
ろ
う
。

　

即
ち
素
戔
嗚
尊
は
一
心
不
乱
の
「
祓
」
に
よ
っ
て
「
金
徳
」
を
発
揮
す
る
と
「
吾
心
清
清
之
」
に
至
る
が
、決
し
て
慢
心
せ
ず
、自
ら
に�

「
二
念
」（「
意
念
」・「
敵
」）
が
生
じ
て
「
再
犯
之
罪
」
あ
る
事
を
自
覚
（「
含
二
安
不
レ
忘
レ
危
之
意
一
」）
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
素
尊
は�

「
本
心
」
に
「
八
重
垣
」
を
廻
ら
し
、「
城
ヲ
守
ル
如
」
く
「
キ
ビ
シ
ク
意
念
ヲ
防
」
が
ん
と
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
素
戔
嗚
尊
の
心
腑
か
ら

発
せ
ら
れ
た
神
詠
に
見
え
る
末
句
（「
八
重
垣
を
」）
の
奥
意
で
あ
り
「
敬
」
の
発
露
と
闇
斎
は
考
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か（

（1
（

。

　

そ
う
し
て
「
金
徳
」
の
境
地
に
至
っ
た
素
戔
嗚
尊
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
『
神
代
口
訣
』
か
ら
「
素
戔
嗚
尊
出
生
性
悪
、
而
始
起
二
性
悪
一、

遂
帰
レ
善
。
…
有
二
心
神
一
之
故
、時
善
心
也
。
得
二
善
心
一
者
天
之
御
翳
・
日
之
御
翳
也
」（
一
五
四
～
一
五
五
頁
）を
引
く
事
で
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
『
風
水
草
』
で
は
「
天
御
蔭
・
日
御
蔭
」
が
「
神
道
」
の
「
皇
儀
」
を
表
わ
す
も
の
で
天
照
大
神
と
高
皇
産
霊
尊
（
天
御
中
主
尊
）
よ

り
賜
る
「
御
蔭
」
と
し
て
い
る
（
七
二
頁
）。
ま
た
伊
勢
神
道
に
よ
れ
ば
「
心
神
」
と
は
天
御
中
主
尊
が
下
さ
れ
る
生
命
の
根
源
で
あ
っ

て
、
闇
斎
も
こ
の
神
学
を
継
承
し
た（

（1
（

。
そ
の
上
で
闇
斎
は
「
心
神
」
を
し
て
「
中
」
と
し
、
そ
こ
に
「
君
臣
之
徳
」
が
内
包
す
る
、
と
説

く
。
そ
の
「
中
」
と
は
畢
竟
「
君
」
で
あ
る
。
即
ち
天
皇
に
あ
っ
て
は
、
皇
天
二
祖
（
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
）
の
御
加
護
（「
御
蔭
」）

に
感
謝
し
、
御
自
ら
の
「
中
」
を
護
っ
て
天
下
を
統
治
せ
ら
れ
る
事
で
二
祖
へ
報
恩
を
尽
く
さ
れ
る
。
同
じ
く
二
祖
か
ら
御
加
護
を
受
け

る
臣
下
も
ま
た
天
皇
の
御
責
務
を
体
得
し
、
そ
れ
を
国
中
に
推
し
弘
め
、
さ
ら
に
君
（「
中
」）
を
よ
く
守
護
し
て
、
御
支
え
せ
ね
ば
な
ら
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な
い
。
か
く
の
如
き
理
想
的
な
君
臣
関
係
を
闇
斎
は
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」（
五
頁
）
と
し
た（

（1
（

。

　
「
得
二
善
心
一
者
天
之
御
翳
・
日
之
御
翳
也
」
と
は
、
ま
さ
し
く
「
君
臣
合
体
」
の
境
地
を
示
し
て
い
る
。
故
に
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』

で
は
素
戔
嗚
尊
を
し
て
、

　
　

�

素
戔
嗚
尊
者
可
三
以
治
二
天
下
一
也
。
ス
ベ
テ
乱
ヲ
平
グ
ル
ハ
武
家
ノ
ス
ル
コ
ト
ゾ
。
天
子
ハ
天
上
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
ゾ
。
今

ノ
ナ
リ
ガ
ソ
ノ
様
ノ
ナ
リ
ゾ
。
今
ノ
武
家
ハ
素
戔
嗚
尊
ノ
ナ
リ
ゾ
。�

（
三
四
〇
頁
）

と
あ
る
如
く
、武
威
に
よ
っ
て
君
（
天
照
大
神
）
を
御
支
え
す
る
臣
下
と
闇
斎
は
説
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
素
戔
嗚
尊
が
「
君
臣
合
体
」

の
境
地
に
至
ら
れ
た
事
を
闇
斎
は
以
下
の
如
く
説
い
た
。

　
　

�

吾
心
清
々
之
。
コ
レ
素
戔
嗚
尊
ノ
太
神
ト
、
ツ
ン
ト
一
体
ノ
御
徳
義
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
コ
レ
デ
今
ニ
素
戔
嗚
尊
ノ
霊

験
、
今
ニ
太
神
ト
同
ジ
様
ニ
ア
ラ
タ
ナ
ガ
コ
レ
ゾ
。�

（
三
五
七
頁
）

こ
こ
に
「
再
犯
之
罪
」
を
常
に
自
覚
し
な
が
ら
「
土
ヲ
シ
ム
ル
」
が
如
く
「
敬
」（「
祓
」）
に
終
始
し
て
「
心
神
」
の
清
浄
を
堅
持
し
、以
て�

「
金
気
」
を
発
揮
し
た
素
戔
嗚
尊
の
如
く
、
天
照
大
神
と
御
徳
義
一
体
の
境
地
（「
君
臣
合
体
」）
を
目
指
し
て
、
一
切
の
予
断
を
許
さ
な�

か
っ
た
闇
斎
の
厳
格
な
る
「
祓
」
に
対
す
る
至
誠
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
『
風
水
草
』
に
見
え
る
素
戔
嗚
尊
と
「
祓
」
に
対
す
る
山
崎
闇
斎
の
基
本
認
識
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
の
神
性
変
化
を
「
祓
」
に

求
め
る
の
は
中
世
神
道
説（

（2
（

や
吉
川
惟
足
に
も
見
え
て
お
り
、
或
い
は
神
性
変
化
の
背
景
に
あ
る
「
土
蔵
霊
貴
」
や
「
金
徳
」
の
説
も
度
会

延
佳
の
諸
説
に
加
え
、
惟
足
よ
り
承
け
た
「
土
金
之
伝
」
に
拠
っ
て
闇
斎
は
素
尊
を
評
し
た
。

　

闇
斎
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
み
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
「
忌
二
二
念
一
」
神
性
を
持
つ
素
戔
嗚
尊
は
予
断
を
許
さ
ず
「
祓
」
に
臨
ま
れ
、

漸
く
天
照
大
神
と
御
徳
義
一
体
（「
君
臣
合
体
」）
の
境
地
に
至
ら
れ
た
存
在
と
考
え
、
模
範
と
す
べ
き
神
と
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

闇
斎
は
「
二
念
」
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
再
犯
之
罪
」
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
延
佳
に
比
し
て
「
自
力
祓
」（「
祓
申
清
申
」）
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の
神
学
を
よ
り
深
刻
に
捉
え
、
思
索
を
深
め
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
延
佳
・
惟
足
と
闇
斎
と
の
間
に
あ
る
素
尊
観
と
「
祓
」
観
と
の
違
い

は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
た
素
戔
嗚
尊
の
神
性
に
対
す
る
的
確
な
把
握
と
「
再
犯
之
罪
」
に
対
す
る
自
覚
と
に
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
闇
斎
は
素
戔
嗚
尊
が
「
辛
苦
」
し
て
地
上
に
下
ら
れ
た
伝
承
そ
の
も
の
『
風
水
草
』
へ
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
闇
斎
に
よ
る
神
代
巻
の
註
釈
書
『
風
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
以
下
の
一
節
で
あ
る
。

　
　

�

翁
曰
…
此
な
か
素
戔
嗚
尊
の
も
ろ
か
み
に
宿
を
か
り
し
に
、
衆
神
に
く
み
て
宿
を
か
さ
ざ
り
し
こ
と
に
因
て
、
天
竺
の
事
を
よ
せ
、

王
舎
城
の
牛
頭
天
王
に
巨
旦
が
宿
を
か
さ
ゞ
り
し
事
を
附
会
し
、
其
間
に
あ
り
と
い
ひ
し
事
を
素
戔
嗚
尊
の
事
也
と
い
ふ
。
神
書
に

は
な
き
事
也（

（2
（

。

宿
を
乞
う
素
戔
嗚
尊
が
衆
神
か
ら
断
ら
れ
た
事
を
『
簠
簋
内
伝
』
に
顕
著
な
如
く
、時
に
仏
教
的
要
素
と
附
会
し
て
「
天
竺
の
事
を
よ
せ
」

な
が
ら（

（2
（

説
か
れ
る
が
「
神
書
に
は
な
き
事
也
」
と
し
た
。
闇
斎
は
素
戔
嗚
尊
の
「
辛
苦
」
に
纏
わ
る
伝
か
ら
仏
教
的
要
素
を
取
り
除
か
ん

と
し
て
い
た
事
が
窺
え
る（

（2
（

。
そ
の
背
景
に
は
闇
斎
が
「
辛
苦
」
と
「
困
学
」
と
の
「
妙
契（
（2
（

」
を
見
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点

を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
べ
く
、 

次
節
で
は
闇
斎
の
読
書
録
『
文
会
筆
録
』
か
ら
「
困
学
」
に
対
す
る
思
索
と
体
認
の
跡
を
概
観
し
、
以
て�

「
困
学
」
の
精
神
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
二
、
「
困
学
」
の
精
神

　
「
困
学
」
と
は
『
論
語
』
季
氏
第
一
六
「
生
而
知
之
者
」
章
に
「
孔
子
曰
は
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
は
、
上
な
り
。

学
ん
で
之
を
知
る
者
は
、
次
な
り
。
困
し
ん
で
之
を
学
ぶ
は
、
又
其
の
次
な
り
。
困
し
ん
で
学
ば
ざ
る
は
、
民
斯
れ
を
下
と
為
す（
（2
（

」
と
見

え
る
。『
中
庸
章
句
』
第
二
〇
章
で
は
、
三
達
徳
（「
智
仁
勇
」）
を
体
得
す
る
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
を
知
る
「
生
知
安
行
」、

学
ん
で
こ
れ
を
知
る
「
学
知
利
行
」、困
難
の
中
で
も
こ
れ
を
知
る
「
困
知
勉
行
」
が
あ
る
事
を
記
し
て
い
る
。
な
お
、三
達
徳
は
「
生
知
」
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（「
智
」）・「
学
知
」（「
仁
」）・「
困
知
」（「
勇
」）
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
気
質
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。
朱
子
は
「
困
知
勉
行
」

に
対
し
、
程
伊
川
・
張
横
渠
に
学
ん
だ
呂
大
臨
の
言
を
引
い
て
、

　
　

�
呂
氏
カ
曰
…
企
テ二
生
知
安
行
之
資
ヲ一
為
シレ
不
トレ
可
二
幾
ン
ト
及
一
⃝フ

、
軽
ン二
シ
テ
困
知
勉
行
ヲ一
謂
ハレ
不
トレ
能
レ
有
コレ
ト
成
⃝ル

コ
ト

、
此
レ
道
之
所
二
以
不�

レ
明
ナ
ラ
不
ル一レ
行
ハ
レ
也（
（2
（

、

と
し
、「
困
知
勉
行
」
を
軽
ん
ず
る
事
を
戒
め
て
い
る
。
や
が
て
朱
子
は
病
に
臥
し
た
際
、最
期
の
教
え
を
乞
う
門
人
に
対
し
て
「
堅
苦
セ
ヨ
」�

（『
朱
子
行
状
』）
と
の
言
葉
を
遺
す
の
で
あ
っ
た
。

　

然
る
に
闇
斎
の
『
文
会
筆
録
』
四
之
二
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
［　

］
は
割
注
、
読
点
筆
者
）
に
は
「
仁
説
」
に
関
す
る
諸
説
が

纏
め
ら
れ
て
い
る
。
続
く
四
之
三
に
は
「
仁
説
」
に
加
え
、

　
　

○
克
己
之
己
ハ
訓
スレ
私
ト
也
、［
私
欲
之
謂
］
由
己
之
己
ハ
訓
スレ
我
ト
也
、［
対
シレ
テ
人
ニ
而
言
］
字
同
シ
テ
而
訓
異
ナ
リ
集
註
明
ケ
ン
焉
、

と
あ
る
如
く
「
克
己
」
に
関
す
る
諸
説
や
闇
斎
の
考
証
成
果
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
四
之
三
に
は
、朱
子
が
編
纂
し
た
『
困
学
恐
聞
』

の
序
と
「
困
学
」
二
首
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
頃
、
編
纂
さ
れ
、
ま
た
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
闇
斎
は
考
証
し
て
い
る
。

　

な
お
『
困
学
恐
聞
』
は
今
日
伝
わ
っ
て
い
な
い（

（2
（

が
、
そ
の
序
文
は
『
朱
子
文
集
』
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
か
よ
う
な
書
に
対
し
て
も
闇

斎
は
考
証
を
為
し
て
い
た
。

　
　

�

○
困
学
恐
聞
編
ノ
序
ニ
曰
…
困
也
者
行
テ
有
ルレ
不
コレ
ト
得
之
謂
也
、
知
テ二
其
困
ヲ一
而
学
テ
焉
、
以
増
二
益
ス
其
所
ヲ一レ
不
レ
能
、
此
レ
困
テ
而
学
フレ
之
ヲ�

之
事
也
、
亦
以
卑
シ
矣
、
然
ニ
能
従
ヘ二
ハ
事
ニ
於
斯
ニ一
、
則
其
成
コ
ト
猶
不
レ
在
二
善
人
君
子
之
後
ニ一
…
可
ケレ
ン
不
レ
懋
哉
、
可
ケレ
ン
不
レ
懋
哉
、
予

嘗
以
二
困
学
ヲ一
名
ツ二
ケ
テ
予
燕
居
之
室
ニ一
而
来
ル二
吾
室
ニ一
者
亦
未
三
嘗
不
ン二
ハ
以
レ
此
ヲ
告
一レ
之
ヲ
、
目
ツ二
ケ
テ
其
雑
記
之
編
ヲ一
曰
二
困
学
恐
聞
ト一
、
蓋

又
取
ル下
夫
ノ
子
路
有
テレ
聞
コ
ト
未
二
之
ヲ
能
行
一
惟
恐
レ
有
コレ
ト
ヲ
聞
コ
ト
之
意
ヲ上
、
以
為
困
テ
而
学
フ
者
其
用
コレ
ト
力
ヲ
宜
レ
如
スレ
是
也
、
読
二
是
ノ
書
ヲ一

者
以
二
下
民
ヲ一
為
テレ
憂
ト
、
而
以
レ
未
レ
能
レ
行
コ二
ト
其
所
ヲ一レ
聞
為
ハレ
恐
レ
ト
、
則
予
将
二
取
テ
以
一
輔
ン二
ト
吾
仁
ヲ一
焉
、［
文
集
］
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困
し
み
を
知
り
、
学
ん
で
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
改
善
さ
せ
る
事
が
「
困
し
ん
で
之
を
学
ぶ
」
で
あ
る
。「
生
知
」・「
学
知
」
に
比
す
れ
ば�

「
困
知
」
は
劣
っ
て
い
よ
う
が
、
よ
く
「
困
学
」
に
努
め
れ
ば
「
生
知
」・「
学
知
」
に
も
劣
る
事
は
無
い
。「
困
学
」
に
努
め
ず
に
お
れ
よ

う
か
。
か
よ
う
に
「
困
学
」
の
大
事
を
説
く
朱
子
は
「
困
学
」
と
名
付
け
た
居
間
を
設
け
、
そ
こ
に
来
る
者
と
話
し
た
内
容
を
『
困
学
恐

聞
』
と
し
て
纏
め
た
と
い
う（

（2
（

。「
困
学
」
の
大
事
を
朱
子
が
説
い
た
『
困
学
恐
聞
』
編
纂
の
時
期
に
つ
い
て
闇
斎
は
、

　
　

�

年
譜
孝
宗
隆
興
二
年
甲
申
［
朱
子
三
十
五
歳
］
正
月
之
テ二
延
平
ニ一
、
哭
セ二
リ
李
先
生
ヲ一
、
困
学
恐
聞
編
成
ル
［
此
書
当
三
是
成
二
於
此
年
及

次
ノ
年
ノ
春
ニ一
］

と
あ
る
如
く
「
年
譜（

（2
（

」
に
基
づ
き
考
証
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
闇
斎
は
朱
子
が
師
李
延
平
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
隆
興
二
年

（
一
一
六
四
）
か
ら（

（3
（

翌
年
春
に
か
け
て
『
困
学
恐
聞
』
を
編
纂
し
た
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
所
以
を
示
す
べ
く
闇
斎
は
朱
子
が
詠
じ
た�

「
困
学
」
二
首
を
挙
げ
た
。

　
　

�

○
文
集
困
学
二
首
、
旧
喜
テ二
安
心
ヲ一
苦
テ
覔
ムレ
心
ヲ
、
捐
テレ
書
ヲ
絶
テレ
学
ヲ
費
ス二
追
尋
ヲ一
、
困
衡
此
日
安
ン
ス
ル
ニ
無
レ
地
、
始
テ
覚
従
前
枉
コ二
ト
ヲ
寸

陰
ヲ一
困
学
ノ
工
夫
豈
易
カレ
ラ
ン
ヤ
成
シ
、
斯
ノ
名
独
恐
ル
是
虚
ク
称
□
読
メ
ズ

ヲ
傍
人
莫
シレ
笑
コ
ト
、
標
題
ノ
誤
コ
ト
ヲ
庸
行
庸
言
実
ニ
未
レ
能
、
嘉
按
ニ
安
心

達
磨
授
ク二
二
祖
ニ一
、［
見
二
伝
燈
録
ニ一
］
先
生
未
レ
見
二
延
平
ヲ一
之
時
、
参
二
禅
ス
大
慧
カ
嗣
開
善
ノ
道
謙
ニ一
、
此
前
詩
悔
テレ
之
ヲ
作
レ
ル
者
也
、

朱
子
は
嘗
て
「
安
心
」
を
喜
び
、
学
ぶ
事
を
捨
て
て
い
た
、
と
い
う
。
し
か
し
「
安
心
」
を
求
め
る
修
行
以
上
に
「
困
学
」
の
工
夫
が
困

難
で
あ
る
事
を
知
る
や
「
困
学
」
に
努
め
ず
に
は
お
れ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
詩
に
対
し
、
闇
斎
は
朱
子
の
事
蹟
か
ら
か
く
詠
じ
た
所
以
を
論
ず
る
。
禅
宗
の
祖
達
磨
が
慧
可
に
授
け
た
「
安
心
」
の
大
事
を
朱

子
は
延
平
に
学
ぶ
以
前
、
大
慧
宗
杲
に
学
ん
だ
開
善
道
謙
の
下
で
学
ん
で
い
た
。
闇
斎
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
そ
の
過
去
を
朱
子
が
悔
い
て

賦
し
た
の
が
「
困
学
」
二
首
で
あ
る
と
い
う
。
二
首
を
詠
じ
た
動
機
と
は
朱
子
が
抱
く
「
悔
」
と
い
う
思
い
の
発
露
に
あ
る
。
闇
斎
は
朱

子
の
事
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
彼
の
思
い
に
注
意
し
て
同
首
が
詠
じ
ら
れ
た
時
期
を
確
定
せ
ん
と
し
た
。
つ
ま
り
朱
子
は
延
平
に
学
ぶ
事
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で
、
学
問
の
要
た
る
「
困
学
」
の
大
事
を
看
取
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
が
朱
子
を
し
て
仏
（
禅
）
か
ら
儒
へ
の
転
回
を
導
い
た
、
と

も
言
え
よ
う
。
朱
子
は
「
困
学
」
を
志
し
、
最
期
に
は
「
堅
苦
」
の
教
え
を
遺
す
の
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
朱
子
の
学
問
と
は
「
困
学
」
か
ら
発
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
大
事
を
教
え
た
延
平
が
歿
す
る
や
朱
子
は
過
去
の
自
ら
を
悔
い

て
「
困
学
」
二
首
を
詠
じ
、
そ
の
上
で
『
困
学
恐
聞
』
を
著
す
事
で
「
困
学
」
の
大
事
を
纏
め
た
、
と
闇
斎
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
考
証
は
、
朱
子
の
事
蹟
と
彼
の
抱
く
思
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
闇
斎
は
朱
子
の
事
蹟
か
ら
「
困
学
」
の
大
事
を
看
取
す

る
と
共
に
、
自
ら
の
「
安
心
」
の
み
を
求
め
る
仏
教
と
儒
学
と
の
間
に
あ
る
根
本
的
な
相
違
を
「
困
学
」
の
精
神
か
ら
確
信
し
た
事
で
あ

ろ
う
。

　

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
『
困
学
恐
聞
』
の
考
証
が
「
仁
説
」
と
「
克
己
」
の
諸
説
を
纏
め
た
『
文
会
筆
録
』
四
之
三
に
納
め
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。『
困
学
恐
聞
』
序
に
見
え
る
が
如
く
、
聞
い
た
ま
ま
に
実
践
出
来
ぬ
事
を
恐
れ
る
者
は
「
困
学
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
学

び
得
た
教
え
を
体
認
し
、実
践
す
る
に
は
「
困
テ
而
学
フ
」
事
が
求
め
ら
れ
る
。「
困
学
」
無
く
し
て
「
私
」（「
私
欲
」）
に
打
ち
克
ち
「
仁
」

を
為
す
事
な
ど
出
来
な
い
。
闇
斎
は
そ
の
「
仁
」
を
し
て
『
文
会
筆
録
』
四
之
三
で
は
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
と
し
た
。
こ
の
心

は
親
を
思
う
が
如
く
君
国
を
思
い
、
自
ら
を
靖
ん
ず
る
心
で
あ
る（

（3
（

。『
困
学
恐
聞
』
の
考
証
か
ら
は
闇
斎
が
「
克
己
」
し
て
「
仁
」（「
至

誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
を
発
揮
す
る
為
に
も
「
困
学
」
を
必
須
の
も
の
と
考
え
て
い
た
事
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
事
は
闇
斎
の
事

蹟
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。『
闇
斎
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、

　
　

�

余
少
年
時
。
嘗
病
レ
渇
。
毎
日
飲
レ
湯
凡
二
斗
餘
。
疲
労
甚
。
不
レ
勝
二
起
坐
一。
因
縛
二
頭
柱
一
而
読
レ
書
。
勤
学
不
二
少
廃
一。
或
曰
。
病

中
豈
可
レ
如
レ
此
。
宜
二
少
弛
レ
勤
自
愛
養
一。
余
曰
。
死
生
有
レ
命
。
若
廃
レ
勤
。
仮
令
長
生
何
益
。
終
弗
二
少
怠
一。
然
当
時
自
以
為
。

如
レ
此
多
病
。
恐
不
レ
能
レ
至
二
三
十
一。
而
今
已
六
十
餘
。
尚
無
レ
恙
。
身
自
経
歴
如
レ
此
。
故
世
或
言
二
因
レ
学
生
一レ
疾
。
吾
不
レ
信（
（3
（

。

と
あ
る
如
く
、
闇
斎
は
若
き
日
か
ら
病
に
屈
す
る
事
な
く
学
問
に
打
ち
込
み
続
け
、
六
十
を
迎
え
て
も
な
お
そ
の
気
概
、
衰
え
る
と
こ
ろ
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を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
記
録
は
全
く
所
以
無
き
も
の
で
も
な
く
、『
山
崎
家
譜
』
寛
文
七
年
の
記
事
に
は
「
病
間
修
ス二
洪
範
全
書

（
（3
（

ヲ一
」 

と�
あ
っ
て
、
病
に
屈
す
る
事
無
く
闇
斎
は
『
洪
範
全
書
』
を
編
纂
し
て
い
た
。

　

か
く
の
如
く
「
困
学
」
の
精
神
を
体
認
し
て
い
た
闇
斎
晩
年
の
著
作
が
『
張
書
抄
略
』
で
あ
る
。

　
　

跋
張
書
抄
略

　
　

�

孟
子
之
所
ハレ
願
フ
則
学
ヘ二
リ
孔
子
ヲ一
也
、
及
テ二
其
ノ
没
セ一
ル
ニ
而
其
ノ
学
絶
ヘ
ヌ
焉
、
周
程
張
子
拠
リ二
遺
経
ニ一
継
テ二
絶
学
ヲ一
、
然
シ
テ
後
儒
者
獲
タ四
リ
復
タ�

聞
コ三
ト
ヲ
聖
人
可
コ二
ト
ヲ
学
テ
而
至
ル一
也
、
夫
レ
四
君
子
之
資
濂
渓
明
道
最
高
ク
伊
川
亜
キレ
之
ニ
横
渠
又
其
ノ
次
也
、
然
ニ
横
渠
之
勇
困
知
勉
行
シ
テ�

而
其
ノ
成
功
与
二
周
程
一
一
也
、
学
之
為
レ
貴
ト
豈
不
ンレ
信
セ
哉
、
予
嘗
テ
為
シ二
程
書
抄
略
ヲ
尋
テ
而
取
リ
張
氏
之
書
ヲ一
、
亦
抄
二
略
シ
之
ヲ一
仍
テ�

記
シ二
テ
於
厥
ノ
後
ニ一
云
レ
爾
、
敬
義
跋

（
（3
（

ス
、

闇
斎
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
『
程
書
抄
略
』
を
著
し
、続
け
て
『
張
書
抄
略
』
を
著
し
た
が
、同
書
の
成
立
は
同
五
年
（
一
六
七
七
）、

易
簀
の
六
年
前
で
あ
る（

（3
（

。
孔
孟
の
学
を
承
け
る
者
が
絶
え
る
も
、
四
君
子
（
周
濂
渓
・
程
明
道
・
程
伊
川
・
張
横
渠
）
が
孔
孟
の
学
を
継

ぎ
、
儒
者
は
「
聖
人
可
学
」
に
至
る
道
が
再
び
開
か
れ
た
。
な
か
で
も
張
横
渠
の
「
勇
」
と
は
「
困
知
勉
行
」
に
よ
り
発
揮
さ
れ
、
や
が

て
周
程
と
並
び
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
誠
に
尊
い
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
闇
斎
は
晩
年
の
著
作
で
張
横
渠
の
「
困
知

勉
行
」
を
称
え
た
が
「
聖
人
可
学
」
の
為
に
は
「
困
知
勉
行
」
こ
そ
が
「
学
之
為
レ
貴
ト
」
も
の
、
と
考
え
て
い
た
。
闇
斎
は
終
生
そ
の

思
索
と
体
認
と
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
『
風
水
草
』「
速
佐
須
良
比
咩
」
項
に
掲
げ
ら
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
伝
承
は
、
意
味
深
重
で
あ
る
。
闇
斎
が
古
人
・

先
哲
の
精
神
を
看
取
す
る
上
で
重
視
し
た
の
は
「
詩
」
で
あ
り（

（3
（

、
そ
の
手
法
は
「
困
学
」
二
首
に
対
す
る
考
証
に
も
窺
え
る
。
加
え
て
賢

人
（
朱
子
）
の
事
蹟
か
ら
教
え
（「
困
学
」）
を
看
取
す
る
闇
斎
の
研
究
手
法（

（3
（

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
神
道
研
究
に
も
応
用
す
る
事
で

素
尊
の
伝
承
そ
の
も
の
か
ら
「
辛
苦
」
の
大
事
を
看
取
し
て
い
た
事
は
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
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さ
ら
に
『
困
学
恐
聞
』
に
対
す
る
闇
斎
の
考
証
に
基
づ
け
ば
、
仏
教
と
儒
学
の
根
本
的
相
違
は
「
困
学
」
の
精
神
に
あ
っ
た
。
素
尊
の

伝
承
か
ら
看
取
さ
れ
る
「
辛
苦
」（
神
道
）
が
「
困
学
」（
儒
学
）
の
精
神
と
神
儒
「
妙
契
」
す
る
な
ら
ば
、そ
こ
に
仏
教
的
要
素
が
混
在
（
附

会
）
す
る
事
は
有
り
得
ま
い
。
故
に
闇
斎
は
、
素
尊
の
伝
承
か
ら
「
辛
苦
」
の
大
事
を
正
し
く
示
せ
る
よ
う
仏
教
的
要
素
の
払
拭
を
試
み

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
克
己
」
し
て
「
仁
」
を
発
揮
す
る
、ま
さ
に
「
聖
人
可
学
」
に
至
る
に
は
「
困
学
」
こ
そ
修
養
の
要
と
闇
斎
は
考
え
て
い
た
。「
祓
」

に
於
い
て
も
、
当
然
「
一
体
ノ
御
徳
義
」（「
君
臣
合
体
」）
に
至
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
困
難
の
中
に
あ
っ
て
も
「
祓
」（
修
養
）
に
努
め

る
勇
猛
な
精
神
（「
困
学
」）
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
即
ち
元
来
「
忌
二
二
念
一
」
む
神
性
を
持
っ
た
素
戔
嗚
尊
は
「
再
犯
之
罪
」
を
自
覚
す

る
が
故
に
「
辛
苦
」（「
困
学
」）
の
中
に
あ
ろ
う
と
も
屈
せ
ず
、
徹
底
し
た
「
祓
」
に
努
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣

惻
怛
」
の
心
か
ら（

（3
（

天
照
大
神
へ
宝
剣
を
献
上
す
る
や
、「
敬
」
の
凝
結
せ
る
神
詠
を
発
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
「
一
体
ノ
御
徳
義
」（「
君
臣

合
体
」）
に
至
ら
れ
た
素
尊
の
心
境
こ
そ
「
清
清
之
」
な
の
で
あ
る
。

　
「
困
学
」
に
対
す
る
思
索
の
跡
を
見
れ
ば
、
闇
斎
が
「
困
知
勉
行
」
を
体
現
す
る
神
と
し
て
素
戔
嗚
尊
を
景
仰
し
て
い
た
事
は
間
違
い

な
か
ろ
う（

（3
（

。
闇
斎
は
素
戔
嗚
尊
の
伝
承
か
ら
「
辛
苦
」
を
見
出
し
、
こ
れ
を
「
祓
」
に
従
事
す
る
者
の
根
本
的
な
精
神
と
見
て
い
た
の
で

あ
る
。「
辛
苦
」
を
加
味
し
て
素
尊
の
神
性
変
化
を
表
章
す
る
の
は
、
先
学
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
闇
斎
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

然
り
と
せ
ば
、
闇
斎
が
教
示
し
た
「
祓
」
の
根
本
精
神
で
あ
る
「
辛
苦
」
の
大
事
は
如
何
に
し
て
強
斎
へ
と
至
っ
た
の
か
。
次
節
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
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三
、
「
辛
苦
」
と
「
祓
」

　
　（
一
）
浅
見
絅
斎
の
「
困
学
」
と
「
祓
」

　

闇
斎
の
高
弟
浅
見
絅
斎
が
厳
格
な
る
師
の
指
導
に
対
し
、「
苦
学
」
し
て
そ
れ
に
応
え
ん
と
し
て
い
た
気
概
は
『
先
達
遺
事
』
か
ら
も

窺
え
る
。
同
書
に
於
い
て
「
貧
特
甚
」
と
さ
れ
る
程
、実
生
活
も
「
困
学
」
を
極
め
た
絅
斎
の
真
面
目
は
、彼
が
講
じ
た
『
中
庸
章
句
師
説
』�

（
関
西
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
読
点
筆
者
）
第
二
〇
章
の
講
説
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
章
の
冒
頭
で
は
「
畢
竟
ス
ル
処
天
下
ヘ
事
業
ノ

ヒ
ロ
カ
ル
モ
段
々
ツ
メ
レ
ハ
誠
乎
、
身
ト
云
誠
一
字
ニ
ツ
ム
…
子
ト
シ
テ
自
然
ニ
親
ノ
愛
シ
ク
、
臣
ト
シ
テ
自
然
ニ
君
カ
大
切
ナ
至
テ
ナ

ケ
レ
ハ
真
実
ノ
実
徳
自
然
ノ
身
テ
ナ
イ
ソ
」
と
あ
る
如
く
「
身
」（「
外
」）
で
恙
な
く
君
父
へ
忠
孝
を
尽
く
す
事
が
出
来
る
状
態
が
「
誠
」

で
あ
っ
て
、
畢
竟
「
仁
」
を
為
す
事
と
な
る
。
か
よ
う
な
状
態
こ
そ
絅
斎
の
説
く
「
内
外
一
致
」（「
心
身
一
致
」）
の
極
致
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

か
く
あ
れ
ば
、「
自
然
ノ
実
テ
ス
ク
ニ
聖
人
、
身
ナ
リ
自
然
実
ナ
リ
カ
天
ト
一
体
ユ
ヘ
誠
ハ
聖
人
ノ
身
テ
云
テ
聖
人
ノ
身
ナ
リ
カ
天
ユ

ヘ
天
之
道
也
」
と
あ
る
如
く
「
天
」
と
一
体
の
境
地
に
あ
る
「
聖
人
」（
ま
た
「
仁
者
」）
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
域
に
達
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。

　
　

�

…
書
ヲ
読
ミ
義
理
ヲ
吟
味
シ
テ
平
生
ヨ
イ
道
ヲ
ヱ
ラ
ミ
〳
〵
テ
チ
カ
ハ
ヌ
様
ニ
ス
ル
カ
擇
善
ソ
、
邪
妄
モ
ア
リ
人
欲
モ
ア
ル
カ
ヱ
ラ

ン
テ
悪
キ
ヲ
去
、

　
「
誠
」
に
至
る
為
に
は
「
義
理
」
を
よ
く
吟
味
す
る
よ
う
な
「
読
書
」
が
必
須
で
あ
る
。「
義
理
」
に
よ
っ
て
「
悪
」（「
邪
妄
」・「
人
欲
」）

を
去
り
「
善
」
を
選
択
す
る
事
は
出
来
る
。
た
だ
し
、
そ
の
学
び
の
姿
勢
も
ま
た
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　

�

人
道
ヲ
人
倫
ノ
道
ト
ヒ
ロ
ウ
云
コ
ト
ナ
イ
聖
人
ハ
身
ナ
リ
テ
造
化
自
然
ノ
如
ユ
ヘ
天
ソ
、
常
人
ハ
ト
フ
テ
モ
身
ノ
欲
ト
云
モ
ノ
カ
マ

シ
リ
テ
自
然
ノ
理
ノ
様
ニ
身
カ
イ
カ
ネ
ハ
勉
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
…
勉
メ
ズ
シ
テ
ア
タ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
、
身
ナ
レ
ハ
ア
タ
ル
様
ニ
固
ク
ト
リ
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マ
モ
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
个
様
ニ
ス
ル
テ
身
カ
次
第
ニ
ヨ
ウ
ナ
ル
ソ
、

凡
人
は
「
身
ナ
リ
」
に
自
然
と
君
父
へ
忠
孝
を
尽
く
す
為
に
は
「
勉
ネ
ハ
ナ
ラ
」
な
い
。
こ
こ
に
い
う
「
勉
メ
」
と
は
「
困
知
勉
行
」
を

平
易
に
説
い
た
表
現
で
あ
る
。
そ
の
「
困
知
勉
行
」（「
困
学
」）
に
配
さ
れ
る
「
勇
」
の
徳
に
つ
い
て
、
絅
斎
は
以
下
の
如
く
教
示
し
た
。

　
　

�

志
ヲ
立
力
ヲ
励
ム
ノ
一
杯
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ユ
カ
ヌ
、
勇
者
ノ
コ
ト
ヲ
説
カ
ル
ヽ
外
ニ
勇
カ
ア
ル
テ
ハ
ナ
イ
、
学
テ
モ
ム
ツ
カ
シ
イ
ト
云

テ
ヲ
キ
、
イ
キ
ソ
ム
ナ
イ
ト
云
テ
ヲ
ク
ト
イ
カ
ヌ
ソ
、
ソ
コ
ヲ
身
ニ
及
ハ
ヌ
ト
云
テ
ヲ
ク
コ
ト
テ
ハ
ナ
イ
ト
、
力
量
一
杯
ツ
メ
テ
説

カ
ル
ヽ
上
ノ
テ
ス
ク
ニ
ユ
ク
ハ
ヨ
シ
、
是
非
イ
カ
ヌ
ト
云
ニ
ナ
リ
テ
ノ
ツ
マ
リ
ト
コ
カ
ラ
、
ト
コ
迄
モ
ツ
メ
テ
ユ
ク
ト
云
ノ
ツ
マ
リ
、

一
ノ
艱
難
ヲ
セ
リ
ヌ
ケ
ト
云
ノ
コ
ト
、
ソ
コ
カ
勇
者
ノ
骨
髓
ソ
、

「
誠
」
を
発
揮
し
「
内
外
一
致
」（「
聖
人
」）
に
至
ら
ん
と
す
る
者
は
、
我
が
志
を
力
一
杯
に
「
勉
メ
」
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
精
神
が
「
勇
」

で
あ
る
。「
誠
」
に
至
る
ま
で
「
力
量
一
杯
」
に
「
勉
メ
」
続
け
る
、か
く
の
如
き
「
艱
難
」
を
極
め
ん
と
す
る
精
神
（「
困
学
」）
こ
そ
「
勇

者
ノ
骨
髓
」
で
あ
っ
て
学
に
励
む
者
の
根
本
で
あ
る
、
と
絅
斎
は
説
い
た
。

　

そ
の
絅
斎
が
剣
術
の
極
意
を
説
い
た
『
剣
術
筆
記
』
に
は
「
己
の
心
、
情
慾
に
溺
れ
や
す
し
。
身
も
し
無
道
に
陥
ら
ば
、
則
ち
こ
れ
み

づ
か
ら
弊
れ
み
づ
か
ら
亡
ふ（

（4
（

」
と
あ
り
「
情
慾
」
に
よ
っ
て
人
が
「
無
道
に
陥
」
る
危
険
性
を
説
い
て
い
た
。
己
の
「
心
」（「
内
」）
に

生
ず
る
「
情
慾
」（「
悪
」）
を
寄
せ
付
け
ず
、
平
生
養
っ
た
「
義
理
」
に
よ
っ
て
「
善
」
を
選
択
し
、
一
旦
緩
急
あ
ろ
う
と
も
動
揺
せ
ず
、

自
然
と
己
の
「
身
」
が
君
父
へ
向
か
い
忠
孝
を
尽
く
す
。
か
く
あ
る
為
に
絅
斎
は
厳
格
な
る
「
読
書
」
と
剣
術
に
よ
っ
て
「
内
」（「
心
」）

と
「
外
」（「
身
」）
の
修
養
に
励
ん
だ
の
で
あ
る（

（4
（

。
そ
れ
を
支
え
る
精
神
こ
そ
、
絅
斎
の
言
に
よ
れ
ば
「
勇
者
ノ
骨
髓
」（「
困
知
勉
行
」・�

「
困
学
」）
で
あ
っ
た
。

　

然
る
に
、
最
晩
年
は
闇
斎
の
落
穂
拾
い
に
徹
し
、
神
道
を
学
ん
だ
絅
斎
は
「
祓
」
を
如
何
に
説
い
て
い
る
の
か
。『
常
話
雑
記
』
に
は
、

　
　

�

ケ
ガ
レ
ヲ
祓
ト
云
ヘ
バ
、
ク
ラ
キ
ケ
ガ
レ
ヲ
ハ
ラ
イ
、
色
ニ
ケ
ガ
ル
ヽ
ヲ
ハ
ラ
イ
、
即
儒
書
デ
云
、
私
意
私
欲
ハ
ケ
ガ
レ
ゾ
。
ソ
レ
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ヲ
何
カ
ト
ン
ト
ハ
ラ
イ
ス
テ
ヽ
正
直
ト
云
ユ
ヘ
、
正
直
ハ
ヨ
イ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
理
ノ
実
ガ
ス
マ
ヌ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
明
徳
ノ
教
モ
、
理

ノ
ス
ヂ
メ
〳
〵
ヲ
明
ニ
ミ
ガ
ケ
ト
云
コ
ト
。
ミ
ガ
ヽ
ネ
バ
明
字
ガ
ス
マ
ヌ
。
个
様
ニ
教
ガ
ア
レ
バ
、
日
用
孝
悌
ノ
道
ト
並
ビ
行
テ
ヨ

イ
ニ
、
神
道
ト
云
カ
ラ
、
奇
妙
ナ
コ
ト
ニ
ナ
リ
。
ヲ
カ
シ
ウ
ナ
ル
。
忌
ト
云
モ
、
心
ノ
悪
ヲ
忌
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
ケ
ガ
レ
ヲ
忌
ト
云

カ
ラ
、
人
倫
ヲ
ハ
ナ
ル
ヽ
。
忌
ト
云
ニ
非
ヲ
イ
ム
ホ
ド
ナ
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
神
道
ト
云
カ
ラ
、
語
リ
ヤ
ウ
ガ
ア
ヤ
シ
ウ
ナ
ル（

（4
（

。

と
あ
る
如
く
「
私
意
私
欲
ハ
ケ
ガ
レ
ゾ
」
と
し
た
。「
祓
」
に
よ
っ
て
「
ケ
ガ
レ
」
で
あ
る
「
私
意
私
欲
」
は
払
拭
さ
れ
「
正
直
」
に
至

る
。
こ
れ
は
我
に
宿
る
「
明
徳
ノ
教
」
を
明
ら
か
に
す
る
修
養
（「
敬
」）
に
通
ず
る
も
の
で（

（4
（

、
絅
斎
は
殊
更
「
神
道
」
と
言
う
の
で
「
奇

妙
」
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
。
ま
た
「
神
道
」
で
は
「
忌
」
が
「
穢
を
忌
む
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
ケ
ガ
レ
」
が

抑
々
「
心
ノ
悪
」
で
あ
る
と
い
う
事
を
「
人
倫
」
に
沿
い
な
が
ら
説
い
て
い
な
い
、
と
し
た
。
か
よ
う
な
絅
斎
の
神
道
説
は
神
儒
一
致
的

で
あ
る
事
は
否
め
な
い（

（4
（

。

　

だ
が
「
ケ
ガ
レ
」（「
私
意
私
欲
」）
を
明
確
に
「
心
ノ
悪
」
と
し
て
「
人
倫
」
に
基
づ
き
、
説
こ
う
と
す
る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

絅
斎
か
ら
す
れ
ば
「
心
ノ
悪
」（「
情
慾
」）
に
よ
っ
て
人
は
「
無
道
」
に
陥
る
。
単
に
「
ケ
ガ
レ
」
を
「
忌
」
む
と
い
う
程
度
の
も
の
で

は
な
く
、そ
れ
こ
そ
が
「
人
倫
」
か
ら
逸
脱
し
、「
無
道
」
に
陥
る
兆
し
で
あ
る
事
の
自
覚
を
絅
斎
は
促
す
。
故
に
平
生
か
ら
の
修
養
（「
祓
」）

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
説
い
た
学
問
の
根
本
姿
勢
に
基
づ
け
ば
「
力
量
一
杯
」、
ま
さ
に
「
艱
難
ヲ
セ
リ
ヌ
ケ
」
と
い
う
程

の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
『
絅
斎
先
生
語
録
』
に
は
「
祓
」
と
「
罪
」
に
対
し
、

　
　

�

祈
念
祈
祷
ト
云
事
ハ
致
ス
ベ
キ
コ
ト
カ
。
ソ
レ
ハ
惑
ナ
リ
。
サ
レ
ド
モ
親
ノ
ワ
ズ
ラ
ヒ
ガ
ド
ウ
ム
シ
ノ
ビ
ラ
レ
ヌ
ト
キ
、
親
ノ
神
明

ニ
ソ
ム
カ
レ
タ
コ
ト
ナ
ド
ア
ル
ヲ
、
場
ニ
ヨ
ツ
テ
ノ
コ
ト
、
ア
ラ
カ
ジ
メ
ド
ウ
ム
云
レ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
ド
ウ
ゾ
シ
ノ
ビ
ラ
レ
ヌ
ト

キ
、
親
ノ
神
明
ニ
ソ
ム
カ
レ
タ
コ
ト
ナ
ド
ア
ル
ヲ
、
罪
ヲ
申
シ
テ
祓
ヒ
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
常
ニ
立
願
ダ
テ
ノ
ナ
ン
ノ
カ
ノ
ト
云
ハ
惑
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ナ
リ（

（4
（

。

と
あ
る
。
神
社
で
は
「
私
」
の
「
立
願
」
の
為
に
「
祈
念
祈
祷
」
を
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
親
の
為
な
ら
ば
良
い
。
た
だ
し
、
そ
の�

「
祈
念
祈
祷
」
も
親
が
「
神
明
ニ
ソ
ム
カ
レ
タ
」
事
に
対
し
「
罪
ヲ
申
シ
テ
祓
ヒ
ス
ル
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
抑
々
、申
し
出
る
以
上
は�

「
罪
」
の
自
覚
が
そ
の
前
提
に
あ
る
。
絅
斎
か
ら
す
れ
ば
、
親
は
自
ら
と
「
骨
肉
一
体
」
の
存
在
で
あ
り
、
親
の
「
罪
」
も
己
の
「
罪
」

と
し
て
神
へ
申
し
出
る
よ
う
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
絅
斎
に
見
ら
れ
る
「
罪
」
の
自
覚
と
は
、
ま
さ
し
く
闇
斎
の
表
章
し
た
『
拘
幽
操
』

の
精
神
に
由
来
す
る
も
の
に
他
な
る
ま
い（

（4
（

。

　

浅
見
絅
斎
の
「
祓
」
に
関
す
る
諸
説
を
確
認
す
る
と
、
親
の
為
に
祈
ら
ん
と
す
る
者
は
、
親
が
神
に
違
背
し
た
「
罪
」
を
己
の
事
と
し

て
自
覚
し
「
申
シ
テ
祓
ヒ
ス
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
絅
斎
に
よ
れ
ば
「
ケ
ガ
レ
」（「
心
ノ
悪
」）
と
は
人
を
「
無
道
」
に
陥
ら

せ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
学
問
姿
勢
に
基
づ
け
ば
、 

そ
の
「
ケ
ガ
レ
」
を
取
り
除
く
「
祓
」（
修
養
）
も
ま
た
「
勇
者
ノ
骨
髓
」（「
困
知
勉
行
」・

「
困
学
」）
は
必
須
な
も
の
で
あ
り
「
艱
難
ヲ
セ
リ
ヌ
」
く
、ま
た
「
勉
メ
ズ
シ
テ
ア
タ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
」
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　（
二
）
若
林
強
斎
の
「
辛
苦
」
と
「
祓
」

　

か
よ
う
な
絅
斎
の
下
に
元
禄
十
四
・
五
年
（
一
七
〇
一
・
二
）
頃
に
学
を
乞
う
た
の
が
若
林
強
斎
で
あ
る
。
当
時
の
若
林
家
は
貧
苦
を

極
め
た
為
、
強
斎
は
家
族
を
連
れ
て
京
か
ら
大
津
郊
外
へ
転
居
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
も
大
津
か
ら
三
里
の
道
を
通
い
続
け
て
、
絅

斎
の
講
席
を
休
む
事
は
無
か
っ
た（

（4
（

。
そ
の
姿
を
見
る
絅
斎
は
「
丈
夫
ト
云
モ
ノ
ハ
新
七
ガ
コ
ト
デ
ア
ラ
フ
」
と
し
「
辛
苦
」
に
屈
す
る
事

無
く
学
問
に
励
ん
で
い
た
「
新
七
」
の
気
概
を
し
て
「
強
斎
」
の
号
を
与
え
た
。
強
斎
も
そ
の
号
に
恥
じ
ぬ
よ
う
「
辛
苦
」
し
て
師
道
継

承
に
努
め
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

そ
の
強
斎
は
如
何
に
「
祓
」
と
「
困
学
」
と
を
考
え
て
い
た
の
か
。『
雑
話
筆
記
』
に
は
、
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�

マ
ヘ
ニ
モ
申
ス
通
リ
、
ト
カ
ク
情
欲
ヲ
ア
シ
ラ
ウ
ハ
、
ナ
マ
ヌ
ル
フ
テ
ハ
イ
ツ
マ
デ
モ
根
ガ
抜
ケ
ヌ
者
ニ
テ
候
。
大
勇
力
ニ
テ
克
去

ネ
バ
イ
カ
ヌ
コ
ト
ニ
テ
候
。
大
学
ノ
明
徳
ノ
伝
ニ
克
ノ
字
ノ
出
タ
ガ
コ
ヽ
ニ
テ
候
…
大
勇
猛
ノ
精
力
ヲ
フ
ル
フ
テ
、
ト
ン
ト
克
己
ナ

サ
レ
タ
ツ
ヨ
ミ
、
ド
ウ
モ
申
サ
レ
ズ
候
。
カ
ク
ノ
如
ク
志
ヲ
立
テ
ヽ
克
己
シ
去
ラ
イ
デ
ハ
、
何
ン
ノ
益
ニ
立
不
レ
申
候
…
祓
ト
云
ハ
、

身
心
ノ
汙
ヲ
除
去
ル
コ
ト
ニ
テ
候（

（5
（

。

と
あ
る
。「
情
欲
」
を
去
る
「
克
己
」
に
は
「
大
勇
力
」・「
大
勇
猛
ノ
精
力
」
で
臨
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
、と
い
う
が
、こ
の
二
つ
は
「
困
知
勉
行
」

を
象
徴
す
る
「
勇
」
の
徳
で
あ
る（

（5
（

。
師
風
を
継
承
す
る
強
斎
は
己
の
「
汙
」
に
克
つ
「
祓
」
に
於
い
て
も
「
勇
」
を
求
め
て
い
た
事
が
窺

え
よ
う
。

　

次
い
で
強
斎
の
素
尊
観
を
確
認
し
た
い
。
彼
は
神
道
を
本
格
的
に
学
ぶ
以
前
か
ら
素
戔
嗚
尊
を
し
て
「
気
象
ノ
高
イ
神
」
と
景
仰
し
て

い
た（

（5
（

。
そ
の
強
斎
が
神
代
巻
を
講
じ
た
早
い
も
の
と
し
て
肥
後
正
院
村
厳
島
宮
神
職
坂
本
之
似
の
書
写
本
を
底
本
と
す
る『
神
代
巻
講
義
』

（
油
印
一
冊
、
刊
行
年
、
発
行
者
不
明
、
以
下
本
書
よ
り
引
用
）
が
あ
る（

（5
（

。

　
　

�

タ
シ
ナ
ム
ハ
辛
苦
ス
ル
コ
ト
。
容
易
ヲ
カ
サ
ル
コ
ト
ヲ
タ
シ
ナ
ム
ト
云
モ
、
ソ
レ
ニ
心
ヲ
労
ス
ル
カ
ラ
ゾ
…
カ
ク
ノ
如
ク
素
尊
辛
苦

シ
、
風
雨
フ
ル
デ
御
身
ノ
ケ
ガ
レ
悪
事
ナ
サ
レ
タ
ユ
ヘ
顕
露
デ
ハ
勿
論
、
諸
神
ガ
セ
メ
、
造
化
カ
ラ
ハ
甚
タ
雨
フ
リ
風
フ
キ
其
汚
ヲ

ハ
ラ
イ
立
テ
、
根
国
ニ
逐
ヤ
ラ
レ
タ
モ
ノ
。
雨
風
ヲ
シ
テ
天
地
ノ
間
ヲ
払
除
ナ
サ
ル
ヽ
顕
露
幽
冥
ト
モ
ニ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
、
セ
メ
ラ

レ
テ
イ
ヤ
ラ
レ
タ
。�

（
五
五
～
五
六
頁
）

強
斎
は
、
素
戔
嗚
尊
が
「
顕
露
」
に
存
在
し
た
大
和
の
皇
居
（
高
天
原
）
で
「
身
化
」
の
神
々
か
ら
受
け
た
「
解
除
」
は
も
と
よ
り
、「
幽

冥
」
で
あ
る
「
造
化
」
の
神
々
が
降
ら
せ
た
雨
風
を
も
「
祓
」
と
す
る（

（5
（

。
素
尊
は
「
辛
苦
」
し
て
そ
れ
ら
の
「
祓
」
を
受
け
て
い
た
。
つ

ま
り
素
戔
嗚
尊
が
出
雲
へ
下
る
際
に
経
験
さ
れ
た
「
辛
苦
」
と
は
「
祓
」
に
「
心
ヲ
労
」
し
て
い
た
事
と
な
ろ
う
。
畢
竟
、
強
斎
は
素
尊

の
「
辛
苦
」
そ
の
も
の
を
「
祓
」
と
講
じ
た
の
で
あ
る
。
素
尊
の
為
さ
れ
た
「
辛
苦
」
を
し
て
「
祓
」
と
直
接
的
に
説
く
の
は
、
闇
斎
の
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神
学
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

　

な
お
宝
剣
に
関
し
て
は
、

　
　

�
剣
ノ
得
ラ
レ
タ
コ
ト
ハ
逆
罪
ノ
悪
心
ヲ
断
絶
シ
テ
天
理
清
浄
ノ
真
元
ヲ
得
レ
タ
ト
道
理
ニ
ト
ク
ガ
ワ
ル
イ
。
実
ニ
ア
ツ
タ
ト
ミ
ル
コ

ト
。�

（
一
六
四
頁
）

と
あ
っ
て
単
に
神
性
変
化
の
象
徴
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
実
ニ
ア
ツ
タ
ト
ミ
ル
コ
ト
」
と
説
く
。
強
斎
が
素
戔
嗚
尊
の
伝

承
を
観
念
（「
道
理
」）
と
し
て
見
る
事
を
斥
け
、
修
養
の
実
例
と
見
て
い
た
事
が
窺
え
よ
う
。

　

加
え
て
注
目
す
べ
き
は
神
代
上
第
五
段
第
一
の
一
書
の
講
説
で
あ
る
。

　
　

�

又
廻
首
云
々
口
訣
ニ
日
月
御
出
生
テ
ソ
レ
デ
ヨ
イ
ニ
首
ヲ
廻
ラ
シ
ナ
サ
ル
ヽ
ハ
二
念
、
二
念
ナ
悪
イ
ユ
ヘ
、
素
尊
ノ
ヤ
ウ
ナ
、
ワ
ル

イ
御
子
ヲ
出
生
ト
云
。
諸
説
皆
コ
レ
ニ
属
ス
。
各
正
意
ヲ
ヱ
ズ
…
君
ヲ
守
護
ナ
サ
レ
地
下
ヲ
キ
ツ
ト
守
ル
処
ノ
神
ヲ
ト
云
フ
デ
、
地

ヲ
御
覧
ナ
サ
レ
タ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
ミ
ル
マ
サ
カ
リ
ニ
ト
云
。
地
ノ
精
粋
ハ
金
ユ
ヘ
、
ソ
ノ
金
徳
シ
テ
、
ソ
レ
カ
ラ䑋

胎
テ
出
生
ノ
御
子

ユ
ヱ
ゾ
。�

（
七
一
頁
）

『
神
代
口
訣
』
に
見
え
る
「
二
念
」
の
記
述
を
元
に
素
戔
嗚
尊
を
「
残
害
」・「
性
悪
」
の
神
と
評
す
る
事
を
斥
け
、
伊
弉
諾
尊
が
首
を

廻
ら
し
地
上
（
出
雲
・「
土
」）
を
向
い
た
事
で
「
金
徳
」
を
内
包
し
、「
地
下
」
で
君
を
守
護
す
る
素
戔
嗚
尊
は
生
ま
れ
た
、
と
す
る
。�

こ
れ
は
玉
木
正
英
の
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
に
も
見
え
る
も
の
で
、
強
斎
独
自
の
神
学
で
は
な
い（
（5
（

。
こ
の
点
、
強
斎
は
「
垂
加
ノ
説
ニ
モ
ナ

イ
ゾ（

（5
（

」
と
し
て
い
る
。
闇
斎
は
素
尊
が
「
二
念
」
を
忌
む
つ
つ
し
み
深
い
神
、
と
い
う
神
性
を
『
風
水
草
』
で
示
し
て
い
た
が
、
近
世
中

期
以
降
の
垂
加
神
道
家
は
、少
し
く
闇
斎
と
異
な
り
素
尊
の
持
つ
「
二
念
」（
ま
た
「
忌
二
二
念
一
」）
の
神
性
と
い
う
点
は
説
か
ず
「
金
徳
」

を
よ
り
強
調
し
、
且
つ
明
確
化
し
て
い
た
。

　

や
が
て
、強
斎
は
易
簀
す
る
二
年
前
の
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
至
り
て
「
中
臣
祓
」
を
講
じ
た
。
そ
の
講
義
録
が
『
中
臣
祓
師
説
』�
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（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
下
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
三
年
所
収
、
以
下
本
書
よ
り
引
用
）
で
あ
る
。

　
　

�
自カ

ラ
罪
ヲ
申
テ
出
ル
ヲ
、
天
下
ノ
法
令
ニ
モ
自
首
ト
云
テ
、
其
罪
ヲ
軽
ク
シ
玉
フ
御
事
ナ
レ
バ
、
天
地
神
明
ノ
御
心
モ
ヤ
ハ
ラ
ガ
セ

ラ
ル
ヽ
ハ
ヅ
。�

（
三
二
五
頁
）

自
ら
の
「
罪
咎
」
を
自
覚
し
、
神
へ
「
自
首
」
せ
ね
ば
「
罪
咎
」
か
ら
逃
れ
る
事
は
出
来
な
い
。「
罪
」
の
自
覚
は
闇
斎
に
も
見
ら
れ
、�

「
罪
ヲ
申
シ
テ
祓
ヒ
ス
ル
」
事
は
絅
斎
に
も
窺
え
る
。
強
斎
は
「
罪
」
を
自
覚
す
る
と
い
う
師
風
を
よ
く
継
承
し
、
右
の
如
く
「
自
首
」

の
神
学
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。
た
だ
し
、背
景
に
あ
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
強
斎
の
境
隅
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

強
斎
の
父
は
元
々
武
士
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
息
子
の
仕
官
を
望
ん
で
い
た
。
強
斎
は
失
明
し
て
い
た
父
の
心
を
和
ま
せ
よ
う
と
、
武
士

に
取
り
立
て
ら
れ
た
、
と
偽
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
男
子
が
い
な
か
っ
た
若
林
家
は
強
斎
の
代
で
絶
え
る
事
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
強

斎
に
「
不
孝
第
一
」
と
い
う
懺
悔
の
念
を
抱
か
し
め
た
。
強
斎
が
自
ら
の
「
罪
咎
」
を
神
々
へ
「
自
首
」
せ
ん
と
す
る
神
学
を
展
開
し
た

の
は
、
か
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

か
く
の
如
き
意
識
で
「
祓
」
を
説
く
強
斎
は
「
罪
咎
」
と
は
「
懦
弱
デ
祓
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
デ
ナ
イ
」（
三
二
七
頁
）
と
し
た
。
さ
ら
に
、

　
　

�

自
首
シ
テ
蔽
隠
サ
ズ
、
贖
物
ヲ
出
シ
、
ツ
ン
ト
吾
ガ
誠
ノ
至
リ
、
底
心
カ
ラ
神
皇
ヘ
御
断
申
上
ゲ
、
御
聞
届
ケ
ア
ラ
フ
ア
ル
マ
イ
ハ

ア
ナ
タ
次
第
、
ソ
コ
ハ
此
方
ノ
思
慮
ニ
ナ
イ
コ
ト
。
唯
一
心
不
乱
ニ
ナ
ゲ
キ
切
テ
申
シ
上
ヨ
リ
外
ハ
ナ
イ
ゾ
。
一
旦
祓
テ
再
犯
ス
ル

ヤ
ウ
ナ
コ
ト
デ
ハ
、
却
テ
神
ヲ
涜
シ
慢
ル
ト
云
モ
ノ
。�

（
三
二
八
頁
）

と
あ
る
如
く
「
再
犯
」
す
る
事
が
無
い
よ
う
「
一
心
不
乱
ニ
ナ
ゲ
キ
切
テ
申
シ
上
」
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
再
犯
」
の
「
罪
」
を
自
覚
す

る
点
は
他
で
も
な
い
、
闇
斎
に
由
来
し
て
い
る（

（5
（

。
さ
ら
に
「
自
首
シ
テ
蔽
隠
サ
ズ
、
贖
物
ヲ
出
シ
、
ツ
ン
ト
吾
ガ
誠
ノ
至
リ
」
と
あ
る
が
、

強
斎
は
素
戔
嗚
尊
が
天
上
で
受
け
た
「
解
除
」（「
贖
物
ヲ
出
シ
」）
を
「
自
首
」
の
模
範
と
し
て
い
た
事
が
分
か
る
。
か
よ
う
な
神
学
は�

『
神
代
巻
講
義
』
の
時
点
で
は
見
え
な
い
。
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そ
う
し
て
、

　
　

�
吾
心
清
々
シ
ノ
心
ヲ
得
サ
セ
ラ
レ
、
今
ニ
天
下
ノ
尊
神
ト
ア
ガ
マ
ヘ
奉
ル
モ
、
根
国
底
国
ニ
サ
ス
ラ
ハ
セ
ラ
レ
タ
艱
難
カ
ラ
、
ア
ヽ

ミ
ガ
ケ
サ
セ
ラ
レ
タ
。
コ
レ
ガ
祓
ノ
至
極
ゾ
。�

（
三
三
〇
頁
）

と
し
た
。『
神
代
巻
講
義
』
で
も
強
斎
は
、
素
尊
の
「
辛
苦
」
を
「
祓
」
と
し
て
い
た
が
「
艱
難
カ
ラ
、
ア
ヽ
ミ
ガ
ケ
サ
セ
ラ
レ
タ
。
コ

レ
ガ
祓
ノ
至
極
ゾ
」
と
あ
る
如
く
、そ
の
神
学
は
『
中
臣
祓
師
説
』
で
も
窺
え
る
。『
講
義
』
と
『
師
説
』
と
の
相
違
は
、後
者
が
「
自
首
」

や
「
再
犯
」
を
強
調
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
晩
年
の
強
斎
が
上
述
し
た
「
罪
咎
」（「
不
孝
第
一
」）
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
事

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。
か
く
て
「
吾
心
清
々
シ
ノ
心
ヲ
得
サ
セ
ラ
レ
」
た
境
地
（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
へ
達
す
る
に
は
「
天
日

ノ
如
キ
心
ニ
ナ
ル
マ
デ
ヾ
ナ
ラ
テ
ハ
、
祓
ニ
ナ
ラ
ヌ
」（
三
二
九
頁
）
の
で
あ
る
が
「
天
日
」
に
至
る
ま
で
徹
底
的
な
「
祓
」
を
説
く
の

も
強
斎
の
特
徴
で
あ
っ
た（

（6
（

。
そ
の
状
態
は
「
一
体
ノ
御
徳
義
」（「
君
臣
合
体
」）
の
境
地
で
あ
る
。
万
民
が
か
く
あ
る
事
で
国
土
は
「
マ

コ
ト
ニ
目
出
度
御
代
」（
三
一
九
頁
）
と
な
る
。

　

以
上
の
如
く
、
己
の
「
罪
」
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
神
明
に
対
し
て
「
一
心
不
乱
ニ
ナ
ゲ
キ
切
テ
」、「
自
首
」
せ
ん
と
す
る
激
し
き
「
祓
」

の
根
本
と
な
る
精
神
が
「
辛
苦
」
で
あ
る
。
否
、
そ
の
「
辛
苦
」
こ
そ
が
「
祓
」
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と
若
林
強
斎
は
説
い
て
い
た
。
強

斎
の
高
弟
松
岡
雄
淵
の
『
神
代
巻
講
義
』
秋
（『
松
岡
叢
書
』
所
収
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
読
点
筆
者
）
に
は
以
下
の
如
く
記

さ
れ
て
い
る
。

　
　

強
斎
先
生
、
日
本
ノ
学
術
ハ
素
尊
カ
ラ
初
ル
、
全
ク
辛
苦
ノ
二
字
ニ
ア
リ
ト
示
サ
レ
タ
、

「
罪
咎
」
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
ど
う
に
か
祓
い
退
け
る
べ
く
神
々
へ
「
自
首
」
す
る
強
斎
に
と
っ
て
、
素
尊
の
「
辛
苦
」
こ
そ
学
問
の
根

本
で
あ
り
、「
祓
ノ
至
極
」
な
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
素
戔
嗚
尊
に
よ
る
「
辛
苦
」
の
大
事
と
「
祓
」
の
神
学
は
、
闇
斎
―
絅
斎
の
師
風

を
継
承
し
た
強
斎
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
『
風
水
草
』
か
ら
窺
え
る
山
崎
闇
斎
の
素
戔
嗚
尊
と
「
祓
」
の
神
学
と
は
、
度
会
延
佳
（
伊
勢
神
道
）・
吉
川
惟
足
（
吉
川
神
道
〔
吉
田

神
道
〕）
の
説
を
承
け
、
神
性
変
化
の
要
因
を
「
祓
」
と
し
、
素
尊
を
「
金
徳
ノ
神
」
と
し
た
。
だ
が
、
闇
斎
は
単
に
先
蹤
す
る
神
学
を

承
け
る
に
止
ま
ら
ず
、
素
尊
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
「
忌
二
二
念
一
」
神
性
を
持
つ
神
と
見
て
お
り
、
そ
の
神
性
に
よ
っ
て
素
尊
は
徹
底
し

た
「
祓
」
に
終
始
し
、
や
が
て
天
照
大
神
と
「
一
体
ノ
御
徳
義
」（「
君
臣
合
体
」）
に
至
ら
れ
た
神
、
と
す
る
。
加
え
て
特
徴
的
な
の
は
、

そ
の
「
二
念
」
に
よ
っ
て
「
再
犯
之
罪
」
は
生
ず
る
と
い
う
強
い
自
覚
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
「
二
念
」
を
忌
む
素
戔
嗚
尊
が
「
再
犯
之

罪
」
を
犯
さ
ぬ
よ
う
「
祓
」
に
終
始
し
た
根
本
的
精
神
こ
そ
、
素
尊
が
経
験
さ
れ
た
「
辛
苦
」
と
闇
斎
は
見
て
い
た
。

　

そ
の
事
は
『
文
会
筆
録
』
に
納
め
ら
れ
た
「
困
学
」
を
め
ぐ
る
考
証
か
ら
窺
え
る
。
闇
斎
は
朱
子
の
事
蹟
か
ら
「
困
学
」
の
教
え
を
看

取
し
、
そ
の
「
困
学
」
こ
そ
、
仏
教
と
儒
学
と
の
間
に
あ
る
根
本
的
な
相
違
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
困
学
」
の
精
神
が
あ
る
事

で
「
聖
人
可
学
」
に
至
る
の
で
あ
り
、
晩
年
の
著
書
で
も
「
困
知
勉
行
」
の
大
事
を
闇
斎
は
説
い
た
。

　

少
な
く
と
も
闇
斎
の
時
点
で
は
「
祓
」
と
「
辛
苦
」
と
を
直
接
的
に
説
い
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
闇
斎
は
朱
子
学
研
究
の
手
法
を
神
道

研
究
に
も
応
用
す
る
事
で
、
素
戔
嗚
尊
の
伝
承
か
ら
「
辛
苦
」
を
看
取
し
、
さ
ら
に
は
「
辛
苦
」（
神
道
）
と
「
困
学
」（
儒
学
）
の
「
妙

契
」
を
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
闇
斎
は
「
辛
苦
」
の
教
え
を
正
し
く
後
世
の
者
が
看
取
出
来
る
よ
う
、
先
ず
は
素
尊
の
「
辛

苦
」
に
附
会
さ
れ
た
仏
教
的
要
素
を
取
り
除
か
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
は
「
辛
苦
」（「
困
学
」）
に
屈
せ
ず
、「
祓
」
に
努

め
る
事
で
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
心
が
発
露
し
、
自
ず
か
ら
宝
剣
を
献
上
す
る
や
「
清
清
之
」
の
境
地
に
達
し
た
。
闇
斎
は
か

よ
う
な
素
尊
を
「
一
体
ノ
御
徳
義
」（「
君
臣
合
体
」）
に
至
ら
れ
た
「
困
知
勉
行
」
の
神
と
し
て
景
仰
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
素

尊
の
神
性
変
化
に
「
辛
苦
」
を
加
味
す
る
の
は
、
中
世
神
道
説
を
は
じ
め
延
佳
や
惟
足
に
も
見
え
ず
大
き
な
発
展
と
言
え
る
。
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そ
の
後
、
闇
斎
が
重
ん
ず
る
「
困
学
」
の
大
事
を
継
承
し
、
自
ら
も
「
困
学
」
に
徹
し
た
の
が
浅
見
絅
斎
で
あ
る
。
絅
斎
は
垂
加
神
道

の
奥
意
に
こ
そ
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
「
祓
」
に
関
す
る
説
は
闇
斎
の
師
風
を
受
け
「
罪
」
の
自
覚
を
説
き
、
そ
の
「
罪
ヲ
申
シ
テ
祓
」

う
べ
し
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
勇
者
ノ
骨
髓
」（「
困
知
勉
行
」・「
困
学
」）
を
根
本
と
す
る
絅
斎
の
学
問
姿
勢
か
ら
は
、�

「
祓
」
に
於
い
て
も
、
己
の
「
罪
」
を
自
覚
し
「
艱
難
」
を
極
め
て
、
そ
の
「
罪
」
を
祓
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
よ
う
な
気
概
を
持
っ
た
絅
斎
の
下
で
学
び
、
若
き
日
よ
り
「
辛
苦
」
を
学
問
の
根
本
と
し
た
若
林
強
斎
の
神
学
へ
と
展
開
す
る
。
強

斎
も
ま
た
闇
斎
―
絅
斎
の
師
風
を
継
承
し
、「
祓
」
の
精
神
と
し
て
「
困
知
勉
行
」
を
象
徴
す
る
「
大
勇
猛
ノ
精
力
」
を
求
め
た
。
そ
の

上
で
強
斎
は
闇
斎
の
神
学
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
。
強
斎
は
素
戔
嗚
尊
が
皇
居
（
高
天
原
）
で
「
身
化
」
の
神
々
か
ら
受
け
た
「
解
除
」

の
み
な
ら
ず
、出
雲
へ
下
る
際
に
受
け
た
雨
風
も
ま
た
「
造
化
」
の
神
々
に
よ
る
「
祓
」
と
し
、素
尊
の
「
辛
苦
」
と
は
、そ
れ
ら
の
「
祓
」

に
「
心
ヲ
労
」
し
て
い
た
、
と
説
く
。
即
ち
強
斎
は
素
尊
の
為
さ
れ
た
「
辛
苦
」
そ
の
も
の
を
「
祓
」
と
直
接
的
に
説
く
事
で
、
闇
斎
の

神
学
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
強
斎
含
め
近
世
中
期
の
垂
加
神
道
家
は
、
闇
斎
と
は
若
干
異
な
り
素
戔
嗚
尊
の
「
二
念
」
は
説
か
ず
、
よ
り
「
金
徳
」
を
強
調

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
強
斎
は
、「
祓
」
に
よ
る
素
尊
の
神
性
変
化
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
宝
剣
も
、
単
な
る
象
徴
（
観
念
）

で
は
な
く
修
養
の
実
例
と
し
て
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
姿
勢
は
終
生
変
わ
ら
ず
、晩
年
に
特
徴
的
な
「
自
首
」
の
神
学
も
ま
た
「
辛

苦
」
の
「
祓
」
に
臨
ま
れ
て
い
た
素
戔
嗚
尊
を
模
範
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

闇
斎
以
来
重
ん
ぜ
ら
れ
て
き
た
「
辛
苦
」
の
神
学
は
、
ま
こ
と
に
強
斎
に
よ
っ
て
そ
の
精
髄
を
究
め
た
と
言
っ
て
よ
い
。
か
く
て
強
斎

が
大
成
し
た
「
辛
苦
」
の
「
祓
」
の
神
学
は
、
そ
の
後
の
垂
加
神
道
に
於
け
る
基
本
的
な
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く（

（6
（

の
で
あ
っ
た
。
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註

　
（
1
）�　
『
山
崎
家
譜
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
九
年
所
収
）
五
二
五
頁
。

　
（
2
）�　

小
林
健
三
「
望
楠
軒
神
道
の
研
究
」（『
垂
加
神
道
』
理
想
社
、
昭
和
十
七
年
所
収
）
で
も
、
素
戔
嗚
尊
の
伝
承
か
ら
「
辛
苦
」
の
大
事
を
一
早
く

見
出
し
て
い
た
の
は
闇
斎
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）�　

三
木
正
太
郎
「
素
戔
嗚
尊
神
徳
観
の
変
遷
」（『
神
道
史
研
究
』
一
〇
―
六
、
昭
和
三
十
七
年
）、
松
本
久
史
「
ス
サ
ノ
オ
信
仰
の
歴
史
」（
大
林
太
良
編�

『
ス
サ
ノ
オ
信
仰
事
典
』
戎
光
祥
、
平
成
十
六
年
所
収
）
参
照
。
な
お
、
垂
加
神
道
に
於
い
て
素
戔
嗚
尊
の
神
性
が
変
化
し
た
事
を
「
祓
」
と
直
接
説
い

た
も
の
と
し
て
、
早
い
も
の
で
は
谷
秦
山
の
『
神
代
巻
塩
土
伝
』
が
あ
る
（
松
本
丘
「
垂
加
神
道
に
於
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」〔『
垂
加
神
道
の�

人
々
と
日
本
書
紀
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
年
所
収
〕
参
照
）。

　
（
4
）�　

谷
省
吾
「
辛
苦
の
神
道
」（『
門
松
に
祈
る
』
古
川
書
店
、平
成
元
年
所
収
）、 

松
本
丘
「
玉
木
正
英
と
『
神
代
巻
藻
塩
草
』」（
前
掲
『
垂
加
神
道
の
人
々

と
日
本
書
紀
』
所
収
）
参
照
。

　
（
5
）�　
『
風
水
草
』
で
は
、「
千
座
置
座
置
足
」
項
で
も
素
戔
嗚
尊
に
よ
る
「
解
除
」
の
模
様
を
示
し
て
い
る
（
一
一
二
～
一
一
三
頁
）。

　
（
6
）�　
『
神
代
巻
惟
足
抄
』（
佐
伯
有
義
校
訂
『
大
日
本
文
庫　

神
道
篇　

吉
川
神
道
』
春
陽
堂
、
昭
和
十
四
年
所
収
）
三
六
〇
頁
。

　
（
7
）�　

三
木
氏
は
惟
足
の
素
尊
観
の
特
徴
に
つ
い
て
「
素
尊
の
気
性
変
化
は
敬
み
の
功
と
し
、
平
常
敬
し
み
の
工
夫
に
よ
つ
て
気
質
の
偏
頗
を
矯
正
す
る

こ
と
を
も
つ
て
、
学
問
の
第
一
の
肝
要
で
あ
る
と
て
、
こ
の
一
点
よ
り
特
に
素
尊
の
御
神
徳
を
仰
ぐ
」（
前
掲
「
素
戔
嗚
尊
神
徳
観
の
変
遷
」
三
三
頁
）

と
端
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
敬
」
を
し
て
、惟
足
は
「
祓
は
敬
み
を
本
と
す
る
ぞ
」（『
中
臣
祓
聞
書
』〔
前
掲
『
吉
川
神
道
』
所
収
〕
四
五
二
頁
）

と
し
た
。

　
（
8
）�　

以
上
『
敬
斎
葴
講
義
』（『
日
本
思
想
大
系
31　

山
崎
闇
斎
学
派
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
所
収
）
八
一
・
八
九
頁
。

　
（
9
）�　

後
の
垂
加
神
道
家
は
か
よ
う
な
素
戔
嗚
尊
の
気
象
を
「
荒
金
ノ
暴
悪
ノ
気
象
」（
玉
木
正
英
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
三
、
引
用
は
元
文
四
年
板
本
）
と

あ
る
如
く
「
荒
金
」
と
表
し
た
。

　
（
10
）�　

な
お
、そ
の
後
に
素
戔
嗚
尊
が
犯
し
た
一
連
の
「
天
津
罪
」
と
は
「
残
害
ヲ
好
ミ
給
ヘ
ル
金
気
ノ
態
也
」（『
神
代
巻
藻
塩
草
』
三
）
と
あ
り
「
金
気
」

（「
荒
金
」）
の
暴
走
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
11
）�　

前
掲
三
木
「
素
戔
嗚
尊
神
徳
観
の
変
遷
」
三
二
頁
参
照
。

　
（
12
）�　

松
本
丘
「
熱
田
神
宮
と
垂
加
神
道
―
宝
剣
伝
・
熱
田
伝
と
そ
の
展
開
―
」（『
神
道
史
研
究
』
五
八
―
二
、
平
成
二
十
二
年
）
九
〇
～
九
二
頁
参
照
。

　
（
13
）�　
『
日
本
書
紀
聞
書
』（
前
掲
『
吉
川
神
道
』
所
収
）
一
六
八
頁
。

　
（
14
）�　

齋
藤
公
太「「
附
会
」と「
考
証
」の
間
―
垂
加
神
道
の『
日
本
書
紀
』解
釈
」（
山
下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編『
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
史
を
問
う
』思
文
閣
、

令
和
二
年
所
収
）
で
は
「
闇
斎
は
惟
足
以
上
に
土
金
を
重
視
し
た
」（
二
一
〇
頁
）
事
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
所
以
が
「
闇
斎
の
朱
子
学
理
解
に
お
い
て

も
と
も
と
「
敬
」
が
中
心
的
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
や
、
君
臣
関
係
の
道
義
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
対
応
」（
二
〇
九
頁
）
し
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　
（
15
）�　

近
藤
啓
吾
「
山
崎
闇
斎
と
『
中
臣
祓
』」（『
続
々
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
平
成
七
年
所
収
）
三
九
頁
参
照
。

　
（
16
）�　

以
上
『
拘
幽
操
』（
前
掲
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
所
収
）
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
。

　
（
17
）�　

な
お
、
後
に
谷
秦
山
は
素
尊
の
神
詠
を
し
て
「
敬
」
の
現
れ
と
す
る
神
学
を
展
開
し
た
（
前
掲
松
本
「
熱
田
神
宮
と
垂
加
神
道
」
九
四
頁
参
照
）。

　
（
18
）�　

近
藤
啓
吾
「
心
神
考
―
三
輪
大
神
と
山
崎
闇
斎
―
」（『
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
六
十
一
年
所
収
）、
西
岡
和
彦
「
山
崎
闇
斎
と

三み
む
ろ輪
」（『
大
美
和
』
一
三
二
、
平
成
二
十
九
年
）
等
を
参
照
。

　
（
19
）�　

以
上
、 

西
岡
和
彦
「
神
籬
磐
境
考
―
垂
加
神
道
の
祭
政
一
致
観
―
」（
阪
本
是
丸
編
『
国
家
神
道
再
考
―
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
―
』
弘
文
堂
、

平
成
十
八
年
所
収
）、
同
「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」（『
藝
林
』
六
八
―
二
、
令
和
元
年
）、
同
「
神
武
創
業
の
精
神
と
垂
加
神
道
―
君
臣
合
体
守

中
之
道
―
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
近
代
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
令
和
二
年
所
収
）
参
照
。

　
（
20
）�　

前
掲
三
木
「
素
戔
嗚
尊
神
徳
観
の
変
遷
」
二
八
～
三
一
頁
参
照
。

　
（
21
）�　
『
風
葉
集
』（
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
所
収
）
二
四
〇
頁
。

　
（
22
）�　

西
田
長
男
「
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
の
成
立
」（『
神
社
の
歴
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
昭
和
四
十
一
年
所
収
）
二
六
四
～
二
六
八
頁
参
照
。

　
（
23
）�　
『
風
水
草
』
で
用
い
ら
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
対
校
本
で
あ
る
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
は
、
神
儒
仏
三
教
の
解
釈
を
記
し
て
い
る
が
、
闇
斎
は
神
儒

二
教
の
解
釈
を
採
用
し
、
仏
教
的
解
釈
は
『
風
水
草
』
か
ら
削
除
し
て
い
る
（
西
岡
和
彦
「『
日
本
書
紀
』
と
山
崎
闇
斎
―
と
く
に
『
風
水
草
』
の
分

析
か
ら
―
」〔『
神
道
宗
教
』
二
五
九
・
二
六
〇
、
令
和
二
年
〕
七
九
頁
参
照
）。
ま
た
、
闇
斎
は
現
実
の
神
社
が
神
仏
習
合
し
て
い
る
状
態
を
憂
い
て
、

そ
の
純
化
を
志
し
て
い
た
（
近
藤
啓
吾
「
山
崎
闇
斎
―
そ
の
神
道
思
想
の
展
開
―
」〔『
紹
宇
存
稿
―
垂
加
者
の
思
ひ
―
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
二

年
所
収
〕
参
照
）。
牛
頭
天
王
（
素
戔
嗚
尊
）
に
附
会
す
る
仏
教
的
要
素
を
取
り
除
か
ん
と
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
意
識
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
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闇
斎
が
祇
園
社
を
詣
で
て
詠
じ
た
漢
詩
に
は
『
易
』
の
牛
の
象
に
留
意
し
な
が
ら
「
牛
頭
天
王
は
素
戔
嗚
尊
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
闇

斎
は
こ
こ
に
も
咸
卦
と
八
坂
社
と
の
暗
合
」（
近
藤
啓
吾
「
山
崎
闇
斎
の
漢
詩
」〔
前
掲
『
続
々
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
所
収
〕
一
七
三
頁
）
を
見
て
い
た
。

つ
ま
り
、
牛
頭
天
王
の
存
在
に
対
し
て
も
、
神
儒
二
教
の
解
釈
に
依
拠
し
て
い
た
事
が
窺
え
よ
う
。

　
（
24
）�　

神
仏
は
も
と
よ
り
、
神
儒
に
於
い
て
も
闇
斎
は
「
習
合
」
を
戒
め
、
普
遍
的
な
「
道
」
の
探
求
を
求
め
た
。
そ
の
上
で
、
神
道
と
儒
学
の
「
道
」

が
究
極
的
に
一
致
す
る
と
い
う
「
妙
契
」
の
論
理
を
説
い
た
の
で
あ
る
（
松
本
丘
「
闇
斎
学
派
に
於
け
る
神
儒
兼
学
の
展
開
―
妙
契
と
習
合
と
―
」〔『
藝

林
』
六
八
―
二
、
令
和
元
年
〕
参
照
）。

　
（
25
）�　
『
論
語
』
の
訓
読
は
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
『
論
語　

朱
熹
の
本
文
訳
と
別
解
』（
明
徳
出
版
社
、
平
成
二
十
九
年
）
参
照
。

　
（
26
）�　

嘉
点
『
中
庸
章
句
』（
嘉
永
七
年
改
刻
、
薩
摩
府
学
蔵
板
、
読
点
筆
者
）。

　
（
27
）�　
『
朱
熹
文
集
編
年
評
註　

九
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
三
六
五
一
頁
参
照
。

　
（
28
）�　

以
上
、
荒
木
見
悟
『
世
界
の
名
著
続
四　

朱
子　

王
陽
明
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
九
年
）
九
二
頁
参
照
。

　
（
29
）�　

朱
子
の
「
年
譜
」
は
彼
の
直
弟
子
李
方
子
が
編
纂
し
て
以
来
、
宋
・
明
・
清
の
三
朝
で
編
纂
板
行
が
さ
れ
た
。
日
本
で
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
五
）

に
明
の
葉
公
回 『
朱
子
年
譜
』
が
、同
十
二
年
（
一
六
七
一
）
に
は
同
じ
く
明
の
戴
銃
『
朱
子
実
紀
』
が
板
行
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
仁
「
朱
子
年
譜
改
題
」

〔
岡
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
編
『
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
初
編　

北
渓
先
生
字
義
詳
講　

朱
子
行
状　

朱
子
年
譜
』
中
文
出
版
社
、
昭
和
四
十
八

年
所
収
〕
参
照
）。
つ
ま
り
闇
斎
の
見
る
事
が
出
来
た
「
年
譜
」
と
は
葉
公
回
本
（
寛
文
六
年
板
本
）、
若
し
く
は
『
朱
子
実
紀
』
と
な
ろ
う
。
そ
こ

で
寛
文
六
年
板
本
を
微
す
る
に
、

　
　
　
　
　

二
年
甲
申

　
　
　
　
　

正
月
之
テ二
延
平
ニ一
、
哭
ス二
李
先
生
ヲ一
、

　
　
　

�

と
あ
っ
て『
文
会
筆
録
』と
送
り
仮
名
が
異
な
る
。
次
い
で『
朱
子
実
紀
』（
岡
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
編『
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
初
編　

朱
子
実
紀
』

中
文
出
版
社
、
昭
和
六
十
年
所
収
）
を
左
に
掲
げ
よ
う
。
な
お
、
同
書
に
は
土
佐
で
野
中
兼
山
に
学
び
、
後
に
京
で
闇
斎
に
学
ん
だ
黒
岩
慈
庵
の
跋

文
が
あ
り
、
訓
点
も
慈
庵
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

�

二
年
甲
申
［
朱
子
三
十
五
歳
］
正
月
之
テ二
延
平
ニ一
、哭
セ二
リ
李
先
生
ヲ一
﹇（
割
注
中
略
）］
困
学
恐
聞
編
成
ル
﹇
朱
子
嘗
テ
以
二
困
学
ヲ一
名
ク二
其
ノ
燕
坐
之
室
ヲ一
、

因
テ
目
テ二
其
ノ
雑
記
之
編
ヲ一
曰
二
困
学
恐
聞
ト一
、
按
ニ
此
ノ
書
当
ニ三
是
レ
成
ル二
於
此
ノ
年
及
ヒ
次
ノ
年
ノ
春
ニ一
］�

（
九
六
頁
、
波
線
筆
者
）

　
　
　

�『
文
会
筆
録
』
に
見
え
る
「
孝
宗
隆
興
」
は
見
え
な
い
が
「
正
月
」
云
々
の
送
り
仮
名
は
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
右
で
中
略
し
た
割
註
は
割
愛
さ
れ
て
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い
る
も
の
の
「
困
学
恐
聞
編
成
」
と
す
る
註
記
を
闇
斎
は
引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
此
書
」
以
下
の
送
り
仮
名
は
若
干
異
な
る
が
、
寛
文
六
年
板

本
に
は
見
え
な
い
こ
の
註
記
も
『
文
会
筆
録
』
で
は
部
分
的
に
引
用
し
て
い
る
。
闇
斎
が
用
い
た
「
年
譜
」
と
は
『
朱
子
実
紀
』
の
可
能
性
が
高
い
。

浅
見
絅
斎
の
『
靖
献
遺
言
講
義
』
巻
之
一
︿
屈
原
﹀「
離
騒
懐
沙
賦
」（
近
藤
啓
吾
・
金
森
正
孝
編
『
浅
見
絅
齋
集
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
元
年
所
収
）

に
は
「
朱
子
実
紀
発
二
明
編
輯
之
旨
一、
尤
得
レ
之
矣
」（
三
一
六
頁
）
と
見
え
、
或
い
は
絅
斎
の
講
じ
た
『
楚
辞
師
説
』（
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文

庫
所
蔵
）
に
も
「
朱
子
実
記マ
マ

行
状
ニ
ノ
セ
テ
ア
ル
跋
ノ
ト
ヲ
リ
」
云
々
と
あ
る
事
か
ら
、
崎
門
学
派
で
は
朱
子
の
「
年
譜
」
を
見
る
際
、『
朱
子
実
紀
』

が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
為
、
い
ま
は
以
上
の
指
摘
に
止
め
て
後
考
を
俟
ち
た
い
。
な
お
、
寛
文
六

年
板
本
は
國
學
院
大
學
西
岡
和
彦
先
生
の
研
究
室
所
蔵
本
を
お
借
り
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
30
）�　

高
畑
常
信
「『
李
延
平
文
集
』
訳
注
」（『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
四
二
、
平
成
三
年
）
二
二
三
頁
参
照
。

　
（
31
）�　

拙
稿
「
若
林
強
斎
『
仁
説
問
答
講
録
』
に
つ
い
て
―
崎
門
学
に
於
け
る
「
仁
説
」―
」（『
藝
林
』
七
一
―
二
、
令
和
四
年
）
参
照
。

　
（
32
）�　
『
闇
斎
先
生
年
譜
』（『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集　

四
』
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
五
十
二
年
所
収
）
四
〇
八
～
四
〇
九
頁
。

　
（
33
）�　

前
掲
『
山
崎
家
譜
』
五
二
五
頁
。

　
（
34
）�　
『
張
書
抄
略
』（
前
掲
『
新
編　

山
崎
闇
斎
全
集　

四
』
所
収
、
読
点
筆
者
）
五
四
四
～
五
四
五
頁
。

　
（
35
）�　

谷
省
吾
「
山
崎
闇
斎
編
著
等
目
録
」（『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
所
収
）
二
六
六
頁
参
照
。

　
（
36
）�　

前
掲
近
藤
「
山
崎
闇
斎
の
漢
詩
」
参
照
。

　
（
37
）�　

崎
門
学
で
は
「
聖
人
の
道
」
を
知
る
た
め
に
「
賢
人
」
が
示
す
教
え
の
体
得
を
目
指
し
た
。
そ
の
為
に
「
聖
人
」
の
生
き
方
を
伝
え
た
「
賢
人
」

の
生
き
方
に
学
ば
ん
と
す
る
人
物
研
究
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
書
の
一
つ
が
浅
見
絅
斎
の
『
靖
献
遺
言
』
で
あ
っ
た
（
西
岡
和
彦
「
崎
門

と
訓
蒙
」〔
同
氏
・
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
編
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
明
徳
出
版
社
、
令
和
三
年
所
収
〕
二
二
頁
参
照
）。

　
（
38
）�　

な
お
、闇
斎
は『
風
水
草
』に
て「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」を「
心
口
誠
之
言
。
誠
云
二
麻
古
騰
一
」（
一
二
七
頁
）と
す
る
。「
天
津
祝
詞
太
諄
辞
」と
は「
誠
」

で
あ
る
が
畢
竟
「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」
の
言
で
あ
り
、
徹
底
し
た
「
祓
」
に
よ
っ
て
到
達
す
る
境
地
を
現
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
よ
り
深
き
検
討
を
試
み
た
い
。

　
（
39
）�　

闇
斎
は
『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
に
於
い
て
、

　
　
　
　
　
　

�

神
道
ノ
至
極
大
事
ノ
コ
ト
ド
モ
イ
ロ
〳
〵
ノ
イ
リ
ワ
リ
ノ
大
事
ド
モ
ガ
、
ク
ツ
ト
素
戔
嗚
ト
大
己
貴
ノ
コ
ト
デ
皆
ス
ム
ゾ
。
素
戔
嗚
モ
大
己

貴
モ
、
皆
器
量
ノ
タ
ケ
イ
神
ゾ
。
ソ
フ
シ
テ
又
素
戔
嗚
モ
一
度
黒
御
心
ア
リ
、
又
大
己
貴
モ
不
臣
ナ
御
事
デ
ア
リ
タ
ゾ
。
ソ
フ
シ
テ
又
素
戔
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嗚
ハ
ツ
イ
ニ
御
徳
義
ア
ラ
タ
マ
リ
テ
、
日
神
ノ
御
一
体
ノ
御
徳
義
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
。
大
己
貴
ノ
神
モ
長
度
同
ジ
様
ニ
、
又
コ
ヽ
デ
コ
ノ
様

ノ
ケ
ツ
カ
フ
ナ
御
徳
義
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
。
段
々
不
レ
及
レ
申
、
ソ
フ
シ
テ
御
両
神
デ
、
グ
ツ
ト
大
事
ノ
神
道
ハ
皆
済
ム
ゾ
。�

（
三
六
一
頁
）

　
　
　

�
と
あ
る
如
く
「
神
道
」
と
は
畢
竟
、
天
照
大
神
と
「
一
体
ノ
御
徳
義
」
に
至
っ
た
素
戔
嗚
尊
と
大
己
貴
神
に
学
べ
ば
そ
れ
で
良
い
、
と
言
う
。「
御
一

体
ノ
御
徳
義
」
に
凡
人
が
至
ら
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
素
戔
嗚
尊
の
如
く
「
辛
苦
」（「
困
学
」・「
困
知
勉
行
」）
に
努
め
る
事
が
必
須
と
な
る
。
闇
斎
が

両
神
を
仰
ぐ
の
は
、
我
々
に
と
っ
て
の
師
表
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
（
な
お
、
大
己
貴
神
が
「
困
知
勉
行
」
の
神
と
さ
れ
る
所
以
に
つ
い
て
は

久
保
隆
司
「
井
筒
俊
彦
の
啓
示
類
型
論
か
ら
見
る
「
心
神
と
の
対
話
」
構
造
と
そ
の
解
釈
―『
日
本
書
紀
』
か
ら
山
崎
闇
斎
の
神
学
に
至
る
比
較
思
想

的
探
求
―
」〔『
生
成
と
統
合
の
神
学
―
日
本
・
山
崎
闇
斎
・
世
界
思
想
―
』
春
秋
社
、
令
和
五
年
所
収
〕
参
照
）。
と
こ
ろ
で
『
垂
加
社
語
』（
前
掲�

『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
上
）』
所
収
）
に
は
、

　
　
　
　
　
　

天
照
太
神
者
生
知
安
行
之
聖
人
、
猿
田
彦
太
神
者
学
知
之
聖
人
也
。�

（
四
一
二
頁
）

　
　
　

�

と
あ
っ
て
「
生
知
安
行
」
の
神
と
し
て
天
照
大
神
が
、「
学
知
利
行
」
の
神
と
し
て
猿
田
彦
神
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
困
知
勉
行
」
と
そ
れ
に
配
さ

れ
る
神
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
垂
加
社
語
』
を
除
い
て
「
生
知
」・「
学
知
」
に
神
を
配
す
る
記
事
、
さ
ら
に
闇
斎
が
「
困
知
」
に
何
ら
か
の

神
を
配
す
る
直
接
的
な
記
事
も
現
状
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。『
神
代
記
垂
加
翁
講
義
』
の
記
事
を
見
れ
ば
、
素
戔
嗚
尊
と
大
己
貴
神
が
「
困
知
勉
行
」

で
あ
る
事
は
察
せ
よ
う
が
、
少
し
く
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
素
戔
嗚
尊
の
「
辛
苦
」
を
通
じ
「
困
学
」
を
検
討
す
る
事
で
些
か
で
は

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
に
も
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
（
40
）�　

拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
―
わ
が
国
に
於
け
る
『
論
語
』
実
践
―
」（
前
掲
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
）

参
照
。

　
（
41
）�　
『
剣
術
筆
記
』（
近
藤
啓
吾
『
崎
門
三
先
生
の
学
問
―
垂
加
神
道
の
こ
こ
ろ
―
』
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
平
成
十
八
年
所
収
）
八
二
頁
。

　
（
42
）�　

前
掲
拙
稿
「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛
」
参
照
。

　
（
43
）�　
『
常
話
雑
記
』（
前
掲
『
浅
見
絅
齋
集
』
所
収
）
五
九
八
頁
。

　
（
44
）�　

闇
斎
の
『
大
学
垂
加
先
生
講
義
』（
前
掲
『
山
崎
闇
斎
学
派
』
所
収
）
に
は
「
ヂ
ツ
ト
敬
ン
デ
事
ニ
応
ジ
理
ヲ
窮
、
何
事
モ
ソ
コ
ヲ
ハ
ヅ
ラ
ヌ
守
リ

ヲ
、
因
二
其
所
一レ
発
ト
云
。
是
ガ
先
学
問
、
明
二
明
徳
一
第
一
着
ノ
手
段
也
。
サ
ウ
シ
テ
モ
亦
ヨ
ゴ
レ
〳
〵
ス
ル
ハ
、
己
ガ
気
習
ノ
ア
シ
キ
ユ
エ
也
、
ソ

レ
ヲ
、
ヤ
レ
カ
ウ
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
ト
、
ヒ
タ
ト
守
リ
ヲ
フ
ミ
ハ
ヅ
サ
ヌ
様
ニ
シ
テ
、
又
ミ
ガ
キ
〳
〵
明
ニ
シ
テ
不
レ
已
」（
二
五
頁
）
と
自
ら
に
宿
る
「
明

徳
」
を
曇
ら
す
「
人
欲
」（「
ヨ
ゴ
レ
〳
〵
」）
を
「
ミ
ガ
キ
〳
〵
」
明
ら
か
に
せ
よ
、
と
説
い
た
。
そ
の
修
養
と
は
「
敬
」
で
あ
る
。
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（
45
）�　

絅
斎
の
神
道
観
に
つ
い
て
は
清
水
則
夫
「
浅
見
絅
斎
の
神
道
観
と
道
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
九
、
平
成
十
九
年
）
参
照
。

　
（
46
）�　
『
絅
斎
先
生
語
録
』（
前
掲
『
浅
見
絅
齋
集
』
所
収
）
六
二
九
頁
。

　
（
47
）�　

絅
斎
の
『
拘
幽
操
師
説
』（
前
掲
『
浅
見
絅
齋
集
』
所
収
）
で
は
親
子
関
係
を
し
て
「
骨
肉
一
体
ノ
情
ヲ
得
テ
、
自
ラ
離
レ
ラ
レ
ヌ
」（
六
七
六

頁
）
と
す
る
。
ま
た
「
君
ヲ
大
切
ニ
思
召
ス
繾
綣
惻
怛
ノ
心
ヨ
リ
外
ニ
、
微
塵
モ
他
念
ア
ラ
バ
コ
ソ
、
我
ガ
身
ニ
罪
コ
ソ
有
ラ
ウ
ズ
、
罪
ア
レ
バ
コ

ソ
カ
ウ
ナ
サ
ル
レ
、
マ
ダ
君
ノ
惠
ミ
故
ニ
カ
ウ
ヂ
ヤ
ト
思
召
ス
ヨ
リ
外
ナ
イ
」（
六
七
三
頁
）
と
あ
っ
て
、
文
王
が
至
徳
な
所
以
を
説
い
た
。「
他

念
」
な
き
心
（「
繾
綣
惻
怛
ノ
心
」）
に
よ
っ
て
、
己
の
「
罪
」
も
自
覚
さ
れ
、
つ
つ
し
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
闇
斎
が
『
拘
幽
操
』
の
跋
文
に
記

し
た
如
く
「
敬
を
以
て
内
を
直
ふ
し
」
で
あ
り
、
ま
た
「
臣
は
敬
に
止
ま
る
」。
か
く
て
「
繾
綣
惻
怛
ノ
心
」
を
放
心
せ
ず
「
罪
」
を
自
覚
す
れ
ば
、�

「
君
ヲ
大
切
ニ
思
召
」
し
、
君
を
恨
み
奉
る
事
な
ど
微
塵
も
起
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
48
）�　

以
上
、
近
藤
啓
吾
「
家
系
及
び
家
族
」（『
若
林
強
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
五
十
四
年
所
収
）
参
照
。

　
（
49
）�　

以
上
『
雑
話
筆
記
』（
近
藤
啓
吾
校
註
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
下
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
三
年
所
収
）
八
九
～
九
〇
頁
参
照
。

　
（
50
）�　

同
右
、
四
〇
～
四
一
頁
。

　
（
51
）�　

な
お
、絅
斎
の
下
で
修
学
の
身
で
あ
る
強
斎
が
美
濃
で
講
じ
た『
仁
説
問
答
講
録
』に
は「
辛
苦
」に
屈
せ
ず
、学
問
に
励
ま
ん
と
す
る
決
意
が
見
え
る
。

そ
の
上
で
強
斎
は
「
私
」（
私
欲
）
に
克
っ
て
、「
仁
」（「
至
誠
惻
怛
」・「
繾
綣
惻
怛
」）
を
「
体
認
」
せ
ん
と
す
る
「
辛
苦
」
の
「
克
己
存
養
」
に
努

め
て
い
た
（
前
掲
拙
稿
「
若
林
強
斎
『
仁
説
問
答
講
録
』
に
つ
い
て
」
参
照
）。

　
（
52
）�　

同
右
、
八
六
頁
参
照
。

　
（
53
）�　

油
印
本
の
講
義
録
に
つ
い
て
松
本
丘
「
若
林
強
斎
の
神
代
巻
講
義
」（
前
掲
『
垂
加
神
道
の
人
々
と
日
本
書
紀
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
「
享
保
十
年
を

そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
頃
」（
一
八
五
頁
）
に
強
斎
が
講
じ
た
も
の
で
、
一
部
玉
木
正
英
の
講
説
が
筆
写
の
過
程
で
竄
入
し
て
い
る
が
、
正
英
の
秘
伝
性

に
対
す
る
批
判
や
『
拘
幽
操
』
の
思
想
が
認
め
ら
れ
、
同
書
が
強
斎
の
も
の
で
あ
る
事
は
誤
り
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
54
）�　

垂
加
神
道
で
は「
高
天
原
」（
天
上
）と
は
皇
居
と
さ
れ
る（
前
掲
西
岡「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」参
照
）。
こ
の
点
は
続
く「
造
化
」と
も
関
連
す
る
。

闇
斎
は
神
々
の
誕
生
を
「
造
化
・
気
化
・
身
化
・
心
化
」
の
四
つ
に
分
類
し
た
。
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
は
「
気
化
」
の
神
と
さ
れ
、
二
神
以
前
は
「
造

化
」
の
神
に
配
さ
れ
、
人
と
し
て
の
姿
形
（
肉
体
）
を
持
た
な
い
、
言
う
な
れ
ば
「
幽
冥
」
の
世
界
の
神
々
で
あ
る
。
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
か
ら

姿
形
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、男
女
の
神
に
よ
っ
て
人
体
を
持
っ
た
「
身
化
」
の
神
々
が
生
ま
れ
た
。「
身
化
」
の
神
々
は
人
代
以
前
、神
代
の
人
々
で
あ
っ

て
、ま
さ
に
「
顕
露
」
の
世
界
に
い
た
。
な
お
「
心
化
」
と
は
神
の
御
心
が
凝
り
固
ま
っ
て
生
ま
れ
た
神
々
で
、三
女
神
が
そ
の
代
表
的
な
神
で
あ
る
。
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強
斎
の
講
説
は
こ
の
天
上
説
と
四
化
の
説
と
に
基
づ
き
、
造
化
の
神
々
に
よ
る
「
風
雨
」（「
風
水
」）
の
祓
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
55
）�　

玉
木
正
英
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
二
に
も
「
二
念
ヲ
忌
ヲ
示
ト
シ
或
ハ
不
直
ノ
義
ニ
取
ハ
誤
リ
也
…
土
地
ノ
精
金
ヲ
感
得
在
坐
テ
素
尊
ヲ
生
給
ヘ
ル
也
」

と
あ
る
。

　
（
56
）�　
『
望
楠
所
聞
』
乾
（
金
本
正
孝
氏
編
『
強
斎
先
生
語
録
』
渓
水
社
、
平
成
十
三
年
所
収
）
六
九
頁
。

　
（
57
）�　

以
上
、
近
藤
啓
吾
「『
瀧
津
亭
記
』
の
こ
こ
ろ
」、
同
「
若
林
強
斎
先
生
『
自
首
』
文
を
拝
読
し
て
」（『
若
林
強
斎
先
生
』
拾
穂
書
屋
蔵
版
、
平
成

二
十
三
年
所
収
）
を
参
照
。

　
（
58
）�　

前
掲
近
藤
「
山
崎
闇
斎
と
『
中
臣
祓
』」
三
九
頁
参
照
。

　
（
59
）�　

前
掲
近
藤
「『
瀧
津
亭
記
』
の
こ
こ
ろ
」、
前
掲
松
本
「
若
林
強
斎
の
神
代
巻
講
義
」
参
照
。

　
（
60
）�　

前
掲
松
本
「
若
林
強
斎
の
神
代
巻
講
義
」
参
照
。

　
（
61
）�　
「
辛
苦
ハ
凡
テ
心
ヲ
用
ル
コ
ト
ヲ
タ
シ
ナ
ム
ト
云
、
其
事
ニ
辛
苦
ス
ル
故
也
」（
玉
木
正
英
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
三
）、「
素
尊
根
国
ヘ
流
サ
レ
給
ヒ

テ
、
色
々
ノ
カ
ン
ナ
ン
辛
苦
ヲ
歴
テ
、
今
気
質
変
化
シ
テ
荒
金
ノ
徳
和
マ
ラ
セ
ラ
レ
タ
…
」（
竹
内
式
部
『
中
臣
祓
羞
斎
竹
内
翁
之
口
授
鵜
飼
貞
義
録
』�

〔『
大
祓
詞
註
釋
大
成　

中
』
内
外
書
籍
、昭
和
十
三
年
所
収
〕
四
六
頁
）、「
今
按
学
術
之
要
唯
此
二
字
（
筆
者
註
―「
辛
苦
」）
為
レ
貴
ト
矣
」（
谷
川
士
清�

『
日
本
書
紀
通
証　

一
』
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
、
四
〇
四
頁
）。


